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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信する方法であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、第１のビーコンメッセージを送信する
ことと、ここで、前記第１のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージより
後続のビーコンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセ
ージ中に含まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備え、前記後続のビーコ
ンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれていない情報を含む、
　前記アクセス端末において、前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に
基づく前記ビーコンメッセージのうちの適切なサブセットとを復号することと
　を備え、前記アクセス端末は、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットの送信中に
低電力状態であり、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切なサブセッ
ト中にないビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まず、前記第
１のビーコンメッセージは、前記ビーコンメッセージ中の第２のビーコンメッセージが前
記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
方法。
【請求項２】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
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請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アクセス端末が、絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記アクセス端末が、前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージ
を復号することと
　をさらに備え、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対
するシーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビ
ーコンメッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされた
ときと、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記ビーコンメッセージは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し、前記ビーコン間
隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前記
第１のビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて通信する方法
であって、前記基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）によ
って識別され、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
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、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　第１の時間間隔で前記短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージを送信するこ
とと、第２の時間間隔で前記完全ビーコンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージを
送信することと
　を備え、前記第２の時間間隔は、前記第１の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
方法。
【請求項１４】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信する方法であって、
　前記アクセス端末によって、絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号するこ
とと、
　前記アクセス端末によって、前記第１のビーコンメッセージの後の第２のビーコンメッ
セージを復号することと
　を備え、前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第２のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示し、前記第
１のビーコンメッセージは、前記第２のビーコンメッセージが前記アクセスポイントの能
力を備える情報を有することを示す情報を有する、
方法。
【請求項１９】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、情報要素の
セットを通信する方法であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記完全ビーコンメッセージタ
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イプの各ビーコンメッセージは、前記情報要素のセットを備える、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記情報要素の
セットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情報要素のセ
ットを備え、前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記
複数のビーコンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する
、
方法。
【請求項２０】
　前記情報要素のセットは、アグリゲートされて完全なネットワーク構成情報を得るため
に用いられる、
請求項１９に記載の方法。
【請求項２１】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて通信する方法
であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信することと
　を備え、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記短ビー
コンメッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定し、前記
指定される情報の内容は、前記アクセスポイントの能力を備える情報を含む
方法。
【請求項２２】
　前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビー
コンメッセージを送信することと、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコ
ンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備える、
　前記内容情報に基づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッ
セージの一部分に対して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更することと
をさらに備える、請求項２１に記載の方法。
【請求項２３】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
請求項２１に記載の方法。
【請求項２４】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて通信する方法
であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと、ここ
で、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィールドを備
える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは長さフィールドを備える、
　前記アクセス端末において、前記複数のビーコンメッセージを復号することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号され、
前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記複数のビーコ
ンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコンメッセージが
前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
方法。
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【請求項２５】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージ中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シーケンス位置
を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
請求項２４に記載の方法。
【請求項２６】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
請求項２５に記載の方法。
【請求項２７】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信するためのシステムであって、
　第１のビーコンメッセージを送信するための送信機を備えるアクセスポイントと、ここ
で、前記第１のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージより後続のビーコ
ンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセージ中に含ま
れている内容を識別するために、相対位置識別子を備え、前記後続のビーコンメッセージ
は、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれていない情報を含む、
　アクセス端末と
　を備え、前記アクセス端末は、
　　前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に基づく前記ビーコンメッセ
ージの適切なサブセットとを復号するための、復号モジュールと、
　　前記アクセスポイントの前記送信機が前記ビーコンメッセージの第２のサブセットを
送信するとき、前記アクセス端末の状態を低電力状態に変更するためのプロセッサと
　を備え、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切なサブセット中にな
いビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まず、前記第１のビー
コンメッセージは、前記ビーコンメッセージ中の第２のビーコンメッセージが前記アクセ
スポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
システム。
【請求項２８】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３１】
　前記復号モジュールは、
　絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージを復号することと
　を行い、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
請求項２７に記載のシステム。
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【請求項３２】
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
請求項３１に記載のシステム。
【請求項３３】
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
請求項３１に記載のシステム。
【請求項３４】
　前記ビーコンメッセージは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し、前記ビーコン間
隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３５】
　前記システムは、ベースシステムサブ局を備え、前記ベースシステムサブ局は、前記ア
クセスポイントを備え、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前記第１の
ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３６】
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
請求項３５に記載のシステム。
【請求項３７】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３８】
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
請求項２７に記載のシステム。
【請求項３９】
　ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）によって識別されるアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信するための送信機を備え、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
ンスであり、前記送信機は、第１の時間間隔で前記短ビーコンメッセージタイプのビーコ
ンメッセージを送信するため、かつ第２の時間間隔で前記完全ビーコンメッセージタイプ
の完全ビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記第２の時間間隔は前記第１
の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含み、前記ビーコンメッセージのう
ちの第１のビーコンメッセージは、前記ビーコンメッセージ中の前記第１のビーコンメッ
セージより後続の第２のビーコンメッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報
を有することを示す情報を有する、
アクセスポイント。
【請求項４０】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
請求項３９に記載のアクセスポイント。
【請求項４１】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
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ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項３９に記載のアクセスポイント。
【請求項４２】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
請求項４１に記載のアクセスポイント。
【請求項４３】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
請求項３９に記載のアクセスポイント。
【請求項４４】
　基地局サブシステムにおいてビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であっ
て、
　基地局サブシステム中でビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であって、
　絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号するため、かつ前記第１のビーコン
メッセージの後の第２のビーコンメッセージを復号するための復号モジュールを備え、前
記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシーケンス番号
と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコンメッセージが
送信されるようにスケジュールされたときと、前記第２のビーコンメッセージが実際に送
信されたときとの間の時間差を示し、前記第１のビーコンメッセージは、前記第２のビー
コンメッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有
する、
アクセス端末。
【請求項４５】
　基地局サブシステムにおいて情報要素のセットを通信するためのアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信するための送信機を備え、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
ンスであり、前記完全ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記情報要
素のセットを備え、
　前記送信機は、前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信す
るためのものであり、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記
情報要素のセットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情
報要素のセットを備え、前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセー
ジは、前記複数のビーコンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２
のビーコンメッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情
報を有する、
アクセスポイント。
【請求項４６】
　前記情報要素のセットは、アグリゲートされて完全なネットワーク構成情報を得るため
に用いられる、
請求項４５に記載のアクセスポイント。
【請求項４７】
　アクセスポイントを備えるシステムであって、
　ビーコンメッセージを送信するための送信機を備え、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
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ンスであり、
　前記送信機は、内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信するためのものであ
り、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記短ビーコンメ
ッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定し、前記指定さ
れる情報の内容は、前記アクセスポイントの能力を備える情報を含む、
システム。
【請求項４８】
　前記送信機は、前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメッセージタイ
プの複数のビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記複数のビーコンメッセ
ージ中の各ビーコンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備え、
　前記システムは、アクセス端末をさらに備え、前記アクセス端末は、前記内容情報に基
づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッセージの一部分に対
して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更するためのプロセッサを備える、
請求項４７に記載のシステム。
【請求項４９】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
請求項４７に記載のシステム。
【請求項５０】
　基地局サブシステムのためのビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であり
、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記アクセス端末は、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを受信するための受信機
と、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィー
ルドを備える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは長さフィールドを
備える、
　前記複数のビーコンメッセージを復号するための復号モジュールと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号され、
前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記複数のビーコ
ンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコンメッセージが
前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
アクセス端末。
【請求項５１】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージ中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シーケンス位置
を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
請求項５０に記載のアクセス端末。
【請求項５２】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
請求項５１に記載のアクセス端末。
【請求項５３】
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信するためのシステムであって、
　第１のビーコンメッセージを送信するための、送信するための手段を備えるアクセスポ
イントと、ここで、前記第１のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージよ
り後続のビーコンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッ
セージ中に含まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備え、前記後続のビー
コンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれていない情報を含む、
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　アクセス端末と
　を備え、前記アクセス端末は、
　　前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に基づく前記ビーコンメッセ
ージの適切なサブセットとを復号する、復号するための手段と、
　　前記アクセスポイントの前記送信するための手段が前記ビーコンメッセージの第２の
サブセットを送信するとき、前記アクセス端末の状態を低電力状態に変更するための、処
理するための手段と
　を備え、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切なサブセット中にな
いビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まず、前記第１のビー
コンメッセージは、前記ビーコンメッセージ中の第２のビーコンメッセージが前記アクセ
スポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
システム。
【請求項５４】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項５５】
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項５６】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項５７】
　前記復号するための手段は、
　絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージを復号することと
　を行い、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項５８】
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
請求項５７に記載のシステム。
【請求項５９】
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
請求項５７に記載のシステム。
【請求項６０】
　前記ビーコンメッセージは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し、前記ビーコン間
隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項６１】
　前記システムは、ベースシステムサブ局を備え、前記ベースシステムサブ局は、前記ア
クセスポイントを備え、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前記第１の
ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項６２】
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　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
請求項６１に記載のシステム。
【請求項６３】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項６４】
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
請求項５３に記載のシステム。
【請求項６５】
　ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）によって識別されるアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信する、送信するための手段を備え、各ビーコンメッセージは
、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプの
インスタンスであり、前記送信するための手段は、第１の時間間隔で前記短ビーコンメッ
セージタイプのビーコンメッセージを送信するため、かつ第２の時間間隔で前記完全ビー
コンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記第２
の時間間隔は、前記第１の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
アクセスポイント。
【請求項６６】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
請求項６５に記載のアクセスポイント。
【請求項６７】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項６５に記載のアクセスポイント。
【請求項６８】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
請求項６７に記載のアクセスポイント。
【請求項６９】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
請求項６５に記載のアクセスポイント。
【請求項７０】
　基地局サブシステム中でビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であって、
　絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号する、かつ前記第１のビーコンメッ
セージの後の第２のビーコンメッセージを復号する、復号するための手段を備え、前記第
２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシーケンス番号と、
時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコンメッセージが送信



(11) JP 5788600 B2 2015.10.7

10

20

30

40

50

されるようにスケジュールされたときと、前記第２のビーコンメッセージが実際に送信さ
れたときとの間の時間差を示し、前記第１のビーコンメッセージは、前記第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する
、
アクセス端末。
【請求項７１】
　基地局サブシステムにおいて情報要素のセットを通信するためのアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信する、送信するための手段であり、各ビーコンメッセージは
、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプの
インスタンスであり、前記完全ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前
記情報要素のセットを備える、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信する、前記送信す
るための手段と
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記情報要素の
セットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情報要素のセ
ットを備え、前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記
複数のビーコンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する
、
アクセスポイント。
【請求項７２】
　前記情報要素のセットは、アグリゲートされて完全なネットワーク構成情報を得るため
に用いられる、
請求項７１に記載のアクセスポイント。
【請求項７３】
　アクセスポイントを備えるシステムであって、
　ビーコンメッセージを送信する、送信するための手段を備え、各ビーコンメッセージは
、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプの
インスタンスであり、
　前記送信するための手段は、内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信するた
めのものであり、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記
短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定し
、前記指定される情報の内容は、前記アクセスポイントの能力を備える情報を含む、
システム。
【請求項７４】
　前記送信するための手段は、前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメ
ッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記複数のビ
ーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備え、
　前記システムは、アクセス端末をさらに備え、前記アクセス端末は、前記内容情報に基
づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッセージの一部分に対
して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更する、処理するための手段を備え
る、
請求項７３に記載のシステム。
【請求項７５】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
請求項７３に記載のシステム。
【請求項７６】
　基地局サブシステムのためのビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であっ
て、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短
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ビーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記アクセス端末は、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを受信する、受信するた
めの手段と、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩ
Ｇフィールドを備える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは、長さフ
ィールドを備える、
　前記複数のビーコンメッセージを復号する、復号するための手段と
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号され、
前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記複数のビーコ
ンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコンメッセージが
前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有するる、
アクセス端末。
【請求項７７】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージ中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シーケンス位置
を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
請求項７６に記載のアクセス端末。
【請求項７８】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
請求項７７に記載のアクセス端末。
【請求項７９】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、アクセスポ
イントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメッセージを通信
するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、第１のビーコンメッセージを送信する
ことと、ここで、前記第１のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージより
後続のビーコンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセ
ージ中に含まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備え、前記後続のビーコ
ンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれていない情報を含む、
　前記アクセス端末において、前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に
基づく前記ビーコンメッセージの適切なサブセットとを復号することと
　を備え、前記アクセス端末は、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットの送信中に
低電力状態であり、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切なサブセッ
ト中にないビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まず、前記第
１のビーコンメッセージは、前記ビーコンメッセージ中の第２のビーコンメッセージが前
記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８０】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８１】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記第２のビーコンメッセージが前記アクセスポイ
ントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８２】
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
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請求項８１に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８３】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８４】
　前記方法は、
　前記アクセス端末が、絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記アクセス端末が、前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージ
を復号することと
　をさらに備え、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対
するシーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビ
ーコンメッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされた
ときと、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８５】
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
請求項８４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８６】
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
請求項８４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８７】
　前記ビーコンメッセージは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し、前記ビーコン間
隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８８】
　前記基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前記
第１のビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８９】
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
請求項８８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９０】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９１】
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
請求項７９に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９２】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、アクセスポ
イントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメッセージを通信
するためのものであり、前記基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識
別情報）によって識別され、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
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、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　第１の時間間隔で前記短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージを送信するこ
とと、第２の時間間隔で前記完全ビーコンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージを
送信することと
　を備え、前記第２の時間間隔は、前記第１の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９３】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
請求項９２に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９４】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
請求項９２に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９５】
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
請求項９４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９６】
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
請求項９２に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９７】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、アクセスポ
イントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメッセージを通信
するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセス端末が、絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号することと、
　前記アクセス端末が、前記第１のビーコンメッセージの後の第２のビーコンメッセージ
を復号することと
　を備え、前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第２のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示し、前記第
１のビーコンメッセージは、前記第２のビーコンメッセージが前記アクセスポイントの能
力を備える情報を有することを示す情報を有する、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９８】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、アクセスポ
イントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて情報要素のセットを通信す
るためのものであり、前記方法は、
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　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記完全ビーコンメッセージタ
イプの各ビーコンメッセージは、前記情報要素のセットを備える、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記情報要素の
セットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情報要素のセ
ットを備え、前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記
複数のビーコンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する
、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項９９】
　前記情報要素のセットは、アグリゲートされて完全なネットワーク構成情報を得るため
に用いられる、
請求項９８に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１００】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、アクセスポ
イントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメッセージを通信
するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信すること
　を備え、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記短ビー
コンメッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定し、前記
指定される情報の内容は、前記アクセスポイントの能力を備える情報を含む、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０１】
　前記方法は、
　前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビー
コンメッセージを送信することと、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコ
ンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備える、
　前記内容情報に基づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッ
セージの一部分に対して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更することと
をさらに備える、請求項１００に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０２】
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
請求項１００に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０３】
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記方法は、アクセスポ
イントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメッセージを通信
するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと、ここ
で、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィールドを備
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える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは長さフィールドを備える、
　前記アクセス端末において、前記複数のビーコンメッセージを復号することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号され、
前記複数のビーコンメッセージのうちの第１のビーコンメッセージは、前記複数のビーコ
ンメッセージ中の前記第１のビーコンメッセージより後続の第２のビーコンメッセージが
前記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０４】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージ中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シーケンス位置
を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
請求項１０３に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１０５】
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
請求項１０４に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　米国特許法第１１９条に基づく優先権の主張　
　本特許出願は、本出願の譲受人に譲渡され、参照により本明細書に明確に組み込まれる
、２０１１年８月１９日に出願された「ＢＥＡＣＯＮＳ　ＦＯＲ　ＷＩＲＥＬＥＳＳ　Ｃ
ＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ」と題する仮出願第６１／５２５，３５３号の優先権を主張す
る。
【技術分野】
【０００２】
　本出願は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、複数の異なるフォーマットを
有するパケットにおいて電子デバイス間でデバイス情報を通信するためのシステム、方法
、およびデバイスに関する。
【背景技術】
【０００３】
　多くの電気通信システムでは、通信ネットワークは、いくつかの対話している空間的に
分離されたデバイスの間でメッセージを交換するために使用される。ネットワークは、た
とえば、メトロポリタンエリア、ローカルエリア、またはパーソナルエリアであり得る地
理的範囲に従って分類され得る。そのようなネットワークは、それぞれ、ワイドエリアネ
ットワーク（ＷＡＮ）、メトロポリタンエリアネットワーク（ＭＡＮ）、ローカルエリア
ネットワーク（ＬＡＮ）、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）、または
パーソナルエリアネットワーク（ＰＡＮ）として指定されるであろう。ネットワークはま
た、様々なネットワークノードとデバイスとを相互接続するために使用されるスイッチン
グ／ルーティング技法（たとえば、回線交換対パケット交換）、送信のために採用される
物理媒体のタイプ（たとえば、ワイヤード対ワイヤレス）、および使用される通信プロト
コルのセット（たとえば、インターネットプロトコルスイート、ＳＯＮＥＴ（同期光ネッ
トワーキング：Synchronous Optical Networking）、イーサネット（登録商標）など）に
よって異なる。
【０００４】
　ワイヤレスネットワークは、しばしば、ネットワーク要素がモバイルであり、そのため
動的接続性の必要があるとき、またはネットワークアーキテクチャが、固定ではなくアド
ホックなトポロジーで形成される場合に好適である。ワイヤレスネットワークは、無線、
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マイクロ波、赤外線、または光周波数帯域における電磁波を採用し得る。ワイヤレスネッ
トワークは、固定ワイヤードネットワークと比較して、ユーザモビリティと迅速なフィー
ルド展開とを有利な形で可能にする。
【０００５】
　ワイヤレスネットワーク中のデバイスは、互いの間で情報を送信／受信し得る。情報は
、いくつかの態様ではデータユニット、データビーコン、またはビーコンメッセージと呼
ばれることがあるパケットを備え得る。パケットは、ネットワークを通してパケットをル
ーティングすること、パケット中のデータを識別すること、パケットを処理することなど
を助けるオーバーヘッド情報（たとえば、ヘッダ情報、パケットプロパティなど）、なら
びにパケットのペイロード中で搬送され得るデータ、たとえばユーザデータ、マルチメデ
ィアコンテンツなどを含み得る。
【０００６】
　アクセスポイントもまた、ネットワーク中の通信に関連のある他のノードへ情報をブロ
ードキャストし得る。そのような情報の送信は、ネットワーク中のかなりの帯域幅の使用
を必要とすることがある。したがって、パケットを通信するための改善されたシステム、
方法、およびデバイスが望まれる。
【発明の概要】
【０００７】
　本明細書で開示する実施形態のシステム、方法、およびデバイスは、それぞれいくつか
の態様を有し、それらのうちの単一の態様が単独でその望ましい属性に関与するとは限ら
ない。以下の特許請求の範囲によって表される本発明の範囲を限定することなしに、いく
つかの特徴について以下で手短に説明する。この説明を検討した後、特に、発明を実施す
るための形態という名称のセクションを読んだ後、本発明の範囲内の実施形態が、複数の
異なるフォーマットを有するパケットにおいて電子デバイス間でデバイス情報を通信する
ためのシステムおよび方法をどのように含むかが理解されよう。
【０００８】
　一実施形態は、ワイヤレス通信デバイスである。このデバイスは、第１のビーコンメッ
セージと複数の後続のビーコンメッセージとを備える、ビーコンメッセージのシーケンス
を受信するように構成された受信機を備える。第１のビーコンメッセージは、複数の後続
のビーコンメッセージのうちの少なくとも１つの、内容情報およびタイミング情報のうち
の少なくとも１つを備える。このデバイスは、受信機に電気的に結合され、内容情報およ
びタイミング情報のうちの少なくとも１つに基づいて、複数の後続のビーコンメッセージ
の適切なサブセットを復号するように構成された、プロセッサをさらに備える。
【０００９】
　別の実施形態は、通信の方法である。この方法は、第１のビーコンメッセージと複数の
後続のビーコンメッセージとを備える、ビーコンメッセージのシーケンスを受信すること
を備える。第１のビーコンメッセージは、複数の後続のビーコンメッセージのうちの少な
くとも１つの、内容情報およびタイミング情報のうちの少なくとも１つを備える。この方
法は、内容情報およびタイミング情報のうちの少なくとも１つに基づいて、複数の後続の
ビーコンメッセージの適切なサブセットを復号することをさらに備える。
【００１０】
　別の実施形態は、ワイヤレス通信デバイスである。このデバイスは、第１のビーコンメ
ッセージと複数の後続のビーコンメッセージとを備える、ビーコンメッセージのシーケン
スを受信するための手段を備える。第１のビーコンメッセージは、複数の後続のビーコン
メッセージのうちの少なくとも１つの、内容情報およびタイミング情報のうちの少なくと
も１つを備える。このデバイスは、内容情報およびタイミング情報のうちの少なくとも１
つに基づいて、複数の後続のビーコンメッセージの適切なサブセットを復号するための手
段をさらに備える。
【００１１】
　別の実施形態は、命令を備えるコンピュータ可読媒体を提供する。この命令は、実行さ
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れたとき、第１のビーコンメッセージと複数の後続のビーコンメッセージとを備える、ビ
ーコンメッセージのシーケンスを受信することを、装置に行わせる。第１のビーコンメッ
セージは、複数の後続のビーコンメッセージのうちの少なくとも１つの、内容情報および
タイミング情報のうちの少なくとも１つを備える。この命令は、実行されたとき、内容情
報およびタイミング情報のうちの少なくとも１つに基づいて、複数の後続のビーコンメッ
セージの適切なサブセットを復号することを、装置にさらに行わせる。
【００１２】
　別の実施形態は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにお
いて、ビーコンメッセージを通信するための、方法、システム、またはそのための命令を
備える製造品である。この方法、システム、または製造品は、アクセスポイントからアク
セス端末へ、ビーコンメッセージの反復有限シーケンスを送信することであり、シーケン
スは、有限シーケンス中の後続のビーコンメッセージのタイミングを示すために、かつ、
後続のビーコンメッセージ中に含まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備
える第１のビーコンメッセージを備え、後続のビーコンメッセージは、第１のビーコンメ
ッセージ中に含まれていない情報を含むことを含む。この方法、システム、または製造品
はまた、アクセス端末において、第１のビーコンメッセージと、相対位置識別子に基づく
ビーコンメッセージのシーケンスの適切なサブセットとを復号することであり、アクセス
端末は、ビーコンメッセージのシーケンスの第２のサブセットの送信中に低電力状態であ
り、ビーコンメッセージの第２のサブセットは、適切なサブセット中にないビーコンメッ
セージを備え、第１のビーコンメッセージを含まないことをも含む。
【００１３】
　別の実施形態は、基地局サブシステムにおいて通信するための、方法、システム、また
はそのための命令を備える製造品である。基地局サブシステムは、アクセスポイントとア
クセス端末とを含み、基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報
：Basic Service Set Identification）によって識別される。この方法、システム、また
は製造品は、アクセスポイントからアクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信すること
であり、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、また
は短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであることを含む。この方法、システム、
および製造品はまた、第１の時間間隔で短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセー
ジを送信し、第２の時間間隔で完全ビーコンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージ
を送信することであり、第２の時間間隔は第１の時間間隔の整数倍に等しいことをも含み
、短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージが、ＢＳＳＩＤの巡回冗長検査を
示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む。
【００１４】
　別の実施形態は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにお
いて、ビーコンメッセージを通信するための、方法、システム、またはそのための命令を
備える製造品である。この方法、システム、または製造品は、アクセス端末によって、絶
対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号することと、アクセス端末によって、第
１のビーコンメッセージの後の第２のビーコンメッセージを復号することであり、第２の
ビーコンメッセージは、第１のビーコンメッセージに対するシーケンス番号と、時間オフ
セットとを備え、時間オフセットは、第２のビーコンメッセージがアクセスポイントによ
って送信されるようにスケジュールされたときと、第２のビーコンメッセージが実際に送
信されたときとの間の時間差を示すこととを行うためのものである。
【００１５】
　別の実施形態は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにお
いて、情報要素のセットを通信するための、方法、システム、またはそのための命令を有
する製造品である。この方法、システム、または製造品は、アクセスポイントからアクセ
ス端末へ、ビーコンメッセージを送信することであり、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
ンスであり、完全ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、情報要素のセッ
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トを備えることと、短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信する
ことであり、複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、情報要素のセット
の適切なサブセットを備え、複数のビーコンメッセージは、情報要素のセットを備えるこ
ととを含む。
【００１６】
　別の実施形態は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにお
いて通信するための、方法、システム、またはそのための命令を有する製造品である。こ
の方法、システム、または製造品は、アクセスポイントからアクセス端末へ、ビーコンメ
ッセージを送信することであり、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイ
プのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであることと、内
容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信することであり、内容情報は、第１のビ
ーコンメッセージの後に送信される短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージ中
に含まれている情報の内容を指定することとを含む。
【００１７】
　別の実施形態は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにお
いて通信するための、方法、システム、またはそのための命令を有する製造品である。こ
の方法、システム、または製造品は、アクセスポイントからアクセス端末へ、ビーコンメ
ッセージを送信することであり、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイ
プのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであることと、短
ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することであり、複数のビ
ーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィールドを備える物理レイヤプ
リアンブルを備え、ＳＩＧフィールドは長さフィールドを備えることと、アクセス端末に
おいて、複数のビーコンメッセージを復号することであり、複数のビーコンメッセージ中
のビーコンメッセージは、それらの長さフィールドがすべてゼロに設定されるとすれば、
同期化ビーコンメッセージとして復号されることとを含む。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システムの一例を示す図。
【図２】図１のワイヤレス通信システム内で採用され得るワイヤレスデバイスの機能ブロ
ック図。
【図３】図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得るビーコンメッセージの一例
を示す図。
【図４】図１のワイヤレス通信システム１００において、ＡＰ１０４によってＳＴＡ１０
６へ送信された複数のビーコンメッセージを示す図。
【図５Ａ】図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得る短縮ビーコンメッセージ
の一形態の一例を示す図。
【図５Ｂ】図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得るビーコンメッセージの別
の例を示す図。
【図５Ｃ】図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得る同期ビーコンを含む物理
レイヤ（ＰＨＹ）プリアンブルの一例を示す図。
【図６】それによって図２のワイヤレスデバイスがデータフレームを取得する、例示的な
プロセスを示すフローチャート。
【図７】それによって図２のワイヤレスデバイスがデータフレームを生成し、送信する、
別の例示的なプロセスを示すフローチャート。
【図８】図１のワイヤレス通信システム内で採用され得る別の例示的なワイヤレスデバイ
スの機能ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　添付の図面を参照しながら、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様について
以下でより十分に説明する。ただし、本開示は、多くの異なる形態で実施され得るもので
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あり、本開示全体にわたって提示する任意の特定の構造または機能に限定されるものと解
釈すべきではない。むしろ、これらの態様は、本開示が周到で完全になり、本開示の範囲
を当業者に十分に伝えるために与えるものである。本明細書の教示に基づいて、本開示の
範囲は、本発明の他の態様とは無関係に実装されるにせよ、本開示の他の態様と組み合わ
せて実装されるにせよ、本明細書で開示する新規のシステム、装置、および方法のいかな
る態様をもカバーするものであることを、当業者なら諒解されたい。たとえば、本明細書
に記載の態様をいくつ使用しても、装置は実装され得、または方法は実施され得る。さら
に、本発明の範囲は、本明細書に記載の本発明の様々な態様に加えてまたはそれらの態様
以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実施されるそのような装置ま
たは方法をカバーするものとする。本明細書で開示する任意の態様が請求項の１つまたは
複数の要素によって実施され得ることを理解されたい。
【００２０】
　本明細書では特定の態様について説明するが、これらの態様の多くの変形および置換は
本開示の範囲内に入る。好ましい態様のいくつかの利益および利点について説明するが、
本開示の範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開
示の態様は、様々なワイヤレス技術、システム構成、ネットワーク、および送信プロトコ
ルに広く適用可能であるものとし、そのうちのいくつかを例として図および好ましい態様
についての以下の説明で示す。発明を実施するための形態および図面は、限定的なもので
はなく本開示を説明するものにすぎず、本開示の範囲は添付の特許請求の範囲およびその
均等物によって規定される。
【００２１】
　普及しているワイヤレスネットワーク技術は、様々なタイプのワイヤレスローカルエリ
アネットワーク（ＷＬＡＮ）を含み得る。ＷＬＡＮは、広く使用されるネットワーキング
プロトコルを採用して、近接デバイスを相互接続するために使用され得る。本明細書で説
明する様々な態様は、ワイヤレスプロトコルなど、任意の通信規格に適用され得る。
【００２２】
　いくつかの態様では、サブギガヘルツ帯域中のワイヤレス信号は、直交周波数分割多重
（ＯＦＤＭ）、直接シーケンススペクトル拡散（ＤＳＳＳ：direct-sequence spread spe
ctrum）通信、ＯＦＤＭとＤＳＳＳ通信との組合せ、または他の方式を使用して、８０２
．１１ａｈプロトコルに従って送信され得る。８０２．１１ａｈプロトコルの実装は、セ
ンサー、メータリング、およびスマートグリッドネットワークのために使用され得る。有
利には、８０２．１１ａｈプロトコルを実装するいくつかのデバイスの態様は、他のワイ
ヤレスプロトコルを実装するデバイスよりも少ない電力を消費し得、および／または比較
的長い距離、たとえば約１キロメートル以上にわたってワイヤレス信号を送信するために
使用され得る。
【００２３】
　いくつかの実装形態では、ＷＬＡＮは、ワイヤレスネットワークにアクセスする構成要
素である様々なデバイスを含む。たとえば、２つのタイプのデバイス、すなわち、アクセ
スポイント（ＡＰ）およびクライアントがあり得る。クライアントはまた、アクセス端末
（ＡＴ）または局（ＳＴＡ）と呼ばれることもある。概して、アクセスポイントはＷＬＡ
Ｎのためのハブまたは基地局として働き得、ＳＴＡはＷＬＡＮのユーザとして働く。たと
えば、ＳＴＡはラップトップコンピュータ、携帯情報端末（ＰＤＡ）、モバイル電話など
であり得る。一例では、ＳＴＡは、インターネットまたは他のワイドエリアネットワーク
への一般的接続性を取得するためにＷｉＦｉ（たとえば、８０２．１１ａｈなどのＩＥＥ
Ｅ８０２．１１プロトコル）準拠ワイヤレスリンクを介してＡＰに接続する。いくつかの
実装形態では、ＳＴＡはＡＰとして使用されることもある。
【００２４】
　アクセスポイント（ＡＰ）はまた、ノードＢ、無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ
）、ｅノードＢ、基地局コントローラ（ＢＳＣ）、送受信基地局（ＢＴＳ）、基地局（Ｂ
Ｓ）、トランシーバ機能（ＴＦ）、無線ルータ、無線トランシーバ、または何らかの他の
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用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、あるいはそれらのいずれかとし
て知られていることがある。
【００２５】
　局（ＳＴＡ）はまた、アクセス端末（ＡＴ）、加入者局、加入者ユニット、移動局、リ
モート局、リモート端末、ユーザ端末、ユーザエージェント、ユーザデバイス、ユーザ機
器、または何らかの他の用語を備えるか、それらのいずれかとして実装されるか、あるい
はそれらのいずれかとして知られていることがある。いくつかの実装形態では、アクセス
端末は、セルラー電話、コードレス電話、セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）電話、ワ
イヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、ワイヤレス接続能力を
有するハンドヘルドデバイス、またはワイヤレスモデムに接続された何らかの他の好適な
処理デバイスを備えることができる。したがって、本明細書で教示する１つまたは複数の
態様は、電話（たとえば、セルラー電話またはスマートフォン）、コンピュータ（たとえ
ば、ラップトップ）、ポータブル通信デバイス、ヘッドセット、ポータブルコンピューテ
ィングデバイス（たとえば、個人情報端末）、エンターテインメントデバイス（たとえば
、音楽またはビデオデバイス、あるいは衛星ラジオ）、ゲームデバイスまたはシステム、
全地球測位システムデバイス、あるいはワイヤレス媒体を介して通信するように構成され
た他の好適なデバイスに組み込まれ得る。
【００２６】
　上記で説明したように、本明細書で説明するデバイスのいくつかは、たとえば、８０２
．１１ａｈ規格を実装し得る。そのようなデバイスは、ＳＴＡとして使用されるにせよ、
ＡＰとして使用されるにせよ、他のデバイスとして使用されるにせよ、スマートメータリ
ングのためにまたはスマートグリッドネットワークにおいて使用され得る。そのようなデ
バイスは、センサー適用例を与えるか、またはホームオートメーションにおいて使用され
得る。それらのデバイスは、代わりにまたはさらに、ヘルスケアの情況において、たとえ
ばパーソナルヘルスケアのために使用され得る。それらのデバイスはまた、（たとえばホ
ットスポットとともに使用する）拡張された範囲のインターネット接続性を可能にするた
めに、またはマシンツーマシン通信を実装するために、監視のために使用され得る。
【００２７】
　図１に、本開示の態様が採用され得るワイヤレス通信システム１００の一例を示す。ワ
イヤレス通信システム１００は、ワイヤレス規格、たとえば８０２．１１ａｈ規格に従っ
て動作し得る。ワイヤレス通信システム１００は、ＳＴＡ１０６と通信するＡＰ１０４を
含み得る。
【００２８】
　様々なプロセスおよび方法は、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間の、ワイヤレス通信シ
ステム１００における送信のために使用され得る。たとえば、信号は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤ
ＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送信および受信され得る。この場
合、ワイヤレス通信システム１００は、ＯＦＤＭ／ＯＦＤＭＡシステムと呼ばれることが
ある。代替的に、信号は、ＣＤＭＡ技法に従って、ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間で送
信および受信され得る。この場合、ワイヤレス通信システム１００は、ＣＤＭＡシステム
と呼ばれることがある。
【００２９】
　ＡＰ１０４からＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数への送信を可能にする通信リンク
はダウンリンク（ＤＬ）１０８と呼ばれることがあり、ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは
複数からＡＰ１０４への送信を可能にする通信リンクはアップリンク（ＵＬ）１１０と呼
ばれることがある。代替的に、ダウンリンク１０８は順方向リンクまたは順方向チャネル
と呼ばれることがあり、アップリンク１１０は逆方向リンクまたは逆方向チャネルと呼ば
れることがある。
【００３０】
　ＡＰ１０４は、基地局として働き、基本サービスエリア（ＢＳＡ：basic service area
）１０２においてワイヤレス通信カバレージを与え得る。ＡＰ１０４は、ＡＰ１０４に関
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連付けられ、ＡＰ１０４を通信のために使用する、ＳＴＡ１０６とともに、基本サービス
セット（ＢＳＳ：basic service set）と呼ばれることがある。ワイヤレス通信システム
１００は、中央ＡＰ１０４を有しないことがあり、むしろ、ＳＴＡ１０６間のピアツーピ
アネットワークとして機能し得ることに留意されたい。したがって、本明細書で説明する
ＡＰ１０４の機能は、ＳＴＡ１０６のうちの１つまたは複数によって代替的に実行され得
る。
【００３１】
　ＡＰ１０４は、ダウンリンク１０８などの通信リンクを介して、システム１００の他の
ノードＳＴＡ１０６へ、ビーコンメッセージ（または、単にビーコン）を送信し得、ビー
コンメッセージは、他のノードＳＴＡ１０６がそれらのタイミングをＡＰ１０４と同期さ
せることを助け得るか、あるいは他の情報または機能を与え得る。そのようなビーコンメ
ッセージは周期的に送信され得る。一態様では、連続送信間の期間はスーパーフレームと
呼ばれることがある。ビーコンメッセージの送信は、いくつかのグループまたは間隔に分
割され得る。一態様では、ビーコンメッセージは、限定はしないが、共通クロックを設定
するためのタイムスタンプ情報、ピアツーピアネットワーク識別子、デバイス識別子、能
力情報、スーパーフレーム持続時間、送信方向情報、受信方向情報、ネイバーリスト、お
よび／または拡張ネイバーリストなどの情報を含み得、以下で、それらのうちのいくつか
についてさらに詳細に説明する。したがって、ビーコンメッセージは、いくつかのデバイ
スの間で共通の（たとえば共有される）情報と、所与のデバイスに固有の情報の両方を含
み得る。
【００３２】
　いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に通信を送るために、および／また
はＡＰ１０４から通信を受信するために、ＡＰ１０４と関連することが必要であり得る。
一態様では、関連するための情報が、ＡＰ１０４によってブロードキャストされるビーコ
ンメッセージ中に含まれる。そのようなビーコンメッセージを受信するために、ＳＴＡ１
０６は、たとえば、カバレージ領域にわたって広いカバレージ探索を実行し得る。また、
探索は、ＳＴＡ１０６が、たとえば、灯台方式でカバレージ領域を徹底的に探すことによ
って実行され得る。関連するための情報を受信した後に、ＳＴＡ１０６は、関連付けプロ
ーブまたは要求などの基準信号をＡＰ１０４に送信し得る。いくつかの態様では、ＡＰ１
０４は、たとえば、インターネットまたは公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）などのより大きい
ネットワークと通信するために、バックホールサービスを使用し得る。
【００３３】
　図２に、ワイヤレス通信システム１００内で採用され得るワイヤレスデバイス２０２に
おいて利用され得る様々な構成要素を示す。ワイヤレスデバイス２０２は、本明細書で説
明する様々な方法を実装するように構成され得るデバイスの一例である。たとえば、ワイ
ヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４を備えるかまたはＳＴＡ１０６のうちの１つを備え
得る。
【００３４】
　ワイヤレスデバイス２０２は、ワイヤレスデバイス２０２の動作を制御するプロセッサ
２０４を含み得る。プロセッサ２０４は中央処理装置（ＣＰＵ）と呼ばれることもある。
読取り専用メモリ（ＲＯＭ）とランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）の両方を含むことがで
きるメモリ２０６は、命令とデータとをプロセッサ２０４に与え得る。メモリ２０６の一
部分は不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）をも含み得る。プロセッサ２０４
は、一般に、メモリ２０６内に記憶されたプログラム命令に基づいて論理演算と算術演算
とを実行する。メモリ２０６中の命令は、本明細書で説明する方法を実装するように実行
可能であり得る。
【００３５】
　プロセッサ２０４は、１つまたは複数のプロセッサとともに実装された処理システムを
備えるか、またはそれの構成要素であり得る。１つまたは複数のプロセッサは、汎用マイ
クロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、フィール
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ドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイス（ＰＬＤ）、
コントローラ、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア構成要素、専用ハードウェア有
限状態機械、あるいは情報の計算または他の操作を実行することができる任意の他の好適
なエンティティの任意の組合せを用いて実装され得る。
【００３６】
　処理システムは、ソフトウェアを記憶するための機械可読媒体をも含み得る。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語などの名称にかかわらず、任意のタイプの命令を意味すると広く解釈されたい。
命令は、（たとえば、ソースコード形式、バイナリコード形式、実行可能コード形式、ま
たは任意の他の好適なコード形式の）コードを含み得る。命令は、１つまたは複数のプロ
セッサによって実行されたとき、本明細書で説明する様々な機能を処理システムに実行さ
せる。
【００３７】
　ワイヤレスデバイス２０２はまた、ワイヤレスデバイス２０２と遠隔ロケーションとの
間のデータの送信および受信を可能にするために送信機２１０および／または受信機２１
２を含み得る、ハウジング２０８を含み得る。送信機２１０と受信機２１２とは組み合わ
されてトランシーバ２１４になり得る。アンテナ２１６は、ハウジング２０８に取り付け
られ、トランシーバ２１４に電気的に結合され得る。ワイヤレスデバイス２０２は、複数
の送信機、複数の受信機、複数のトランシーバ、および／または複数のアンテナをも含み
得る（図示せず）。
【００３８】
　送信機２１０は、様々なビーコンメッセージタイプを有するビーコンメッセージをワイ
ヤレスに送信するように構成され得る。たとえば、送信機２１０は、上記で説明したプロ
セッサ２０４によって生成された様々なタイプのビーコンとともにビーコンメッセージを
送信するように構成され得る。ワイヤレスデバイス２０２がＳＴＡ１０６として実装また
は使用されるとき、プロセッサ２０４は、複数の異なるビーコンメッセージタイプのビー
コンメッセージを処理するように構成され得る。たとえば、プロセッサ２０４は、ビーコ
ンメッセージ信号において使用されるビーコンメッセージのタイプを判断し、それに応じ
て、ビーコンメッセージおよび／またはビーコンメッセージのフィールドを処理するよう
に構成され得る。ワイヤレスデバイス２０２がＡＰ１０４として実装または使用されると
き、プロセッサ２０４はまた、複数のビーコンメッセージタイプのうちの１つを選択し、
そのビーコンメッセージタイプを有するビーコンメッセージを生成するようにも構成され
得る。たとえば、プロセッサ２０４は、ビーコン情報を備えるビーコンメッセージを生成
し、どのようなタイプのビーコン情報を使用するべきかを判断するように構成され得る。
【００３９】
　受信機２１２は、様々なビーコンメッセージタイプを有するビーコンメッセージをワイ
ヤレスに受信するように構成され得る。いくつかの態様では、受信機２１２は、以下でさ
らに詳細に説明するように、使用されたビーコンメッセージのタイプを検出し、それに応
じてビーコンメッセージを処理するように構成され得る。
【００４０】
　ワイヤレスデバイス２０２は、トランシーバ２１４によって受信された信号のレベルを
検出および定量化するために使用され得る、信号検出器２１８をも含み得る。信号検出器
２１８は、総エネルギー、シンボルごとのサブキャリア当たりのエネルギー、電力スペク
トル密度および他の信号などの信号を検出し得る。ワイヤレスデバイス２０２はまた、信
号を処理する際に使用するためのデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）２２０を含み得る。
ＤＳＰ２２０は、送信のためにパケットを生成するように構成され得る。いくつかの態様
では、パケットは物理レイヤデータユニット（ＰＰＤＵ）を備え得る。
【００４１】
　ワイヤレスデバイス２０２は、いくつかの態様ではユーザインターフェース２２２をさ
らに備え得る。ユーザインターフェース２２２は、キーパッド、マイクロフォン、スピー
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カー、および／またはディスプレイを備え得る。ユーザインターフェース２２２は、ワイ
ヤレスデバイス２０２のユーザに情報を伝達し、および／またはユーザからの入力を受信
する、任意の要素または構成要素を含み得る。
【００４２】
　ワイヤレスデバイス２０２の様々な構成要素は、バスシステム２２６によって互いに結
合され得る。バスシステム２２６は、たとえば、データバスを含み得、ならびに、データ
バスに加えて、電力バス、制御信号バス、およびステータス信号バスを含み得る。ワイヤ
レスデバイス２０２の構成要素は、何らかの他の機構を使用して、互いに結合されるか、
あるいは互いに対する入力を受け付けるかまたは与え得る。
【００４３】
　いくつかの別個の構成要素が図２に示されているが、それらの構成要素のうちの１つま
たは複数は、組み合わされるかまたは通常実装され得る。たとえば、プロセッサ２０４は
、プロセッサ２０４に関して上記で説明した機能を実装するためだけでなく、信号検出器
２１８および／またはＤＳＰ２２０に関して上記で説明した機能を実装するためにも使用
され得る。さらに、図２に示される構成要素の各々は、複数の別個の要素を使用して実装
され得る。
【００４４】
　ワイヤレスデバイス２０２は、ＡＰ１０４またはＳＴＡ１０６を備え得、ビーコンメッ
セージを含む通信を送信および／または受信するために使用され得る。すなわち、ＡＰ１
０４またはＳＴＡ１０６のいずれかは、ビーコン情報の送信機デバイスまたは受信機デバ
イスの働きをし得る。そのような通信は、送信機デバイスから受信機デバイスへのメッセ
ージを受信すると、開始され得る。いくつかの態様は、信号検出器２１８が、送信機また
は受信機の存在を検出するために、メモリ２０６およびプロセッサ２０４上で実行してい
るソフトウェアによって使用されることを企図する。
【００４５】
　ＡＰ１０４とＳＴＡ１０６デバイスとの間の適切な通信を保証するために、ＳＴＡ１０
６は、ＡＰ１０４の特性に関する情報を必要とし得る。たとえば、ＳＴＡ１０６は、ＳＴ
Ａ１０６とＡＰ１０４との間の通信のタイミングを同期させるために、ＡＰ１０４につい
てのタイミング情報を必要とし得る。追加または代替として、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０
４の媒体アクセス制御（ＭＡＣ）アドレス、ＡＰ１０４によってサービスされる基本サー
ビスセット（ＢＳＳ）の識別子など、他の情報を必要とし得る。ＳＴＡ１０６が必要とし
得る情報のタイプについては、以下でさらに詳細に説明する。ＳＴＡ１０６は、メモリ２
０６およびプロセッサ２０４を使用して実行しているソフトウェアを通してなど、そのよ
うな情報を単独で必要とするかどうかを判断し得る。
【００４６】
　いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、すべての所望の情報を備えるビーコンメッセージ
を、送信機２１０を使用して送り得る。一態様では、ＡＰ１０４は、ネットワークを同期
させ、ＳＴＡ１０６に基本情報を与えるために、周期的にビーコンメッセージを送る。た
とえば、ビーコンメッセージ構造は、ＡＰ１０４によって判断され、ＳＴＡ１０６へ一定
の間隔で繰り返し送信され得る。これらのビーコンメッセージは、図３に示すように、比
較的大きいものであり得る。さらに、これらのビーコンメッセージは、極めて低いレート
で送られ得る。したがって、これらのフレームを管理する際にかなりのオーバーヘッドが
あり得る。
【００４７】
　図３は、図１に示すものなど、いくつかの通信システムにおいて使用されるビーコンメ
ッセージフレーム３００の一例を示す。図示のように、ビーコンメッセージ３００は、媒
体アクセス制御（ＭＡＣ）ヘッダ３０２と、フレーム本体３０４と、フレーム制御シーケ
ンス（ＦＣＳ：frame control sequence）３０６とを含む。この例で示すように、ＭＡＣ
ヘッダ３０２は２４バイト長であり、フレーム本体３０４は可変長であり、ＦＣＳ３０６
は４バイト長である。



(25) JP 5788600 B2 2015.10.7

10

20

30

40

50

【００４８】
　ＭＡＣヘッダ３０２は、ビーコンメッセージ３００についての基本ルーティング情報を
与えるように働く。図示された態様では、ＭＡＣヘッダ３０２は、フレーム制御（ＦＣ）
フィールド３０８と、持続時間フィールド３１０と、宛先アドレス（ＤＡ）フィールド３
１２と、ソースアドレス（ＳＡ）フィールド３１４と、基本サービスセット識別情報（Ｂ
ＳＳＩＤ）フィールド３１６と、シーケンス制御フィールド３１８とを含む。図示のよう
に、ＦＣフィールド３０８は２バイト長であり、持続時間フィールド３１０は２バイト長
であり、ＤＡフィールド３１２は６バイト長であり、ＳＡフィールド３１４は６バイト長
であり、ＢＳＳＩＤフィールド３１６は６バイト長であり、シーケンス制御フィールド３
１８は２バイト長である。
【００４９】
　フレーム本体３０４は、送信ノードについての詳細な情報を与えるように働く。図示さ
れた態様では、フレーム本体３０４は、タイムスタンプフィールド３２０と、ビーコン間
隔フィールド３２２と、能力情報フィールド３２４と、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ
）フィールド３２６と、サポートレートフィールド３２８と、周波数ホッピング（ＦＨ）
パラメータセット３３０と、直接シーケンスパラメータセット３３２と、競合なしパラメ
ータセット３３４と、独立基本サービスセット（ＩＢＳＳ：independent basic service 
set）パラメータセット３３６と、国情報フィールド３３８と、ＦＨホッピングパラメー
タフィールド３４０と、ＦＨパターンテーブル３４２と、電力制約フィールド３４４と、
チャネルスイッチ告知フィールド３４６と、クワイエットフィールド（quiet field）３
４８と、ＩＢＳＳ直接周波数選択（ＤＦＳ：direct frequency selection）フィールド３
５０と、送信電力制御（ＴＰＣ：transmit power control）フィールド３５２と、実効放
射電力（ＥＲＰ：effective radiated power）情報フィールド３５４と、拡張サポートレ
ートフィールド３５６と、ロバストセキュリティネットワーク（ＲＳＮ）フィールド３５
８とを含む。
【００５０】
　図３に示すように、タイムスタンプフィールド３２０は８バイト長であり、ビーコン間
隔フィールド３２２は２バイト長であり、能力情報フィールド３２４は２バイト長であり
、サービスセット識別子（ＳＳＩＤ）フィールド３２６は可変長であり、サポートレート
フィールド３２８は可変長であり、周波数ホッピング（ＦＨ）パラメータセット３３０は
７バイト長であり、直接シーケンスパラメータセット３３２は２バイト長であり、競合な
しパラメータセット３３４は８バイト長であり、独立基本サービスセット（ＩＢＳＳ）パ
ラメータセット３３６は４バイト長であり、国情報フィールド３３８は可変長であり、Ｆ
Ｈホッピングパラメータフィールド３４０は４バイト長であり、ＦＨパターンテーブル３
４２は可変長であり、電力制約フィールド３４４は３バイト長であり、チャネルスイッチ
告知フィールド３４６は６バイト長であり、クワイエットフィールド３４８は８バイト長
であり、ＩＢＳＳ直接周波数選択（ＤＦＳ）フィールド３５０は可変長であり、送信電力
制御（ＴＰＣ）フィールド３５２は４バイト長であり、実効放射電力（ＥＲＰ）情報フィ
ールド３５４は３バイト長であり、拡張サポートレートフィールド３５６は可変長であり
、ロバストセキュリティネットワーク（ＲＳＮ）フィールド３５８は可変長である。
【００５１】
　ビーコンメッセージ３００は、ＳＴＡ１０６が必要とするすべての情報を含み得る。し
たがって、ＳＴＡ１０６は、ＳＴＡ１０６が必要とするすべての情報を得るために、この
ビーコンメッセージ全体をリッスンすることのみが必要である。しかしながら、ＳＴＡ１
０６は、そのようなビーコンメッセージ中に含まれるすべての情報を必要とするとは限ら
ない。たとえば、ビーコンメッセージは、ＳＴＡ１０６がすでに有する情報、または別の
ＳＴＡに関連するが、ＳＴＡ１０６には関連のない情報を含み得る。したがって、ＳＴＡ
１０６は、必要とする情報を得るために、ビーコンメッセージ中の追加の情報をリッスン
または復号することが必要とされる。このことは、ＳＴＡ１０６が、ビーコンメッセージ
全体を復号するために、アウェイク状態で追加の処理能力と時間とを費やすことを必要と
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する。
【００５２】
　ＳＴＡ１０６は、複数の動作モードを有し得る。たとえば、ＳＴＡ１０６は、アクティ
ブモードと呼ばれる第１の動作モードを有し得る。アクティブモードでは、ＳＴＡ１０６
は、常にアウェイク状態またはアウェイクされた状態であり得、ＡＰ１０４とデータをア
クティブに送信／受信し得る。さらに、ＳＴＡ１０６は、省電力モードと呼ばれる第２の
動作モードを有し得る。省電力モードでは、ＳＴＡ１０６は、アウェイク状態、またはド
ーズもしくはスリープ状態であり得、そこでＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４とデータをアク
ティブに送信／受信しない。たとえば、ＳＴＡ１０６の受信機２１２、ならびに、場合に
よってはＤＳＰ２２０および信号検出器２１８は、ドーズ状態で低減された電力消費を使
用して動作し得る。さらに、上記で説明したように、ＳＴＡ１０６は、ビーコンメッセー
ジを受信するために、アウェイク状態のままである必要がある。したがって、ビーコンメ
ッセージが長い場合、ＳＴＡ１０６は、より長い時間期間の間、アウェイク状態にとどま
る必要があり、それによって、より多くの電力を消費する。
【００５３】
　たとえば、ビーコンメッセージ３００は可変長を有するが、少なくとも８９バイト長で
あり得、ＳＴＡ１０６がアウェイク状態でかなりの時間を費やすことを必要とする。しか
しながら、様々な無線環境では、ビーコンメッセージ３００中に含まれている情報の多く
がまれに使用されるか、またはまったく使用されないことがある。したがって、低電力無
線環境では、電力消費を低減するために、ビーコンメッセージ３００の長さを低減するこ
とが望ましくなり得る。その上、いくつかの無線環境は、低データレートを使用する。た
とえば、８０２．１１ａｈ規格を実装するアクセスポイントは、比較的遅いデータ送信レ
ートにより、ビーコンメッセージ３００を送信するために比較的長い時間を要することが
ある。したがって、ビーコンメッセージ３００を送信するために要する時間量を短縮する
ために、ビーコンメッセージ３００の長さを低減することが望ましくなり得る。
【００５４】
　それによってビーコンメッセージ３００が短縮または圧縮され得る、いくつかの手法が
ある。一態様では、ビーコンメッセージ３００の１つまたは複数のフィールドが省略され
得る。別の態様では、ビーコンメッセージ３００の１つまたは複数のフィールドが、たと
えば、異なる符号化方式を使用することによって、またはより低い情報内容を受け入れる
ことによって、サイズを低減され得る。一態様では、ワイヤレスシステムは、ＳＴＡが、
ビーコンメッセージから省略された情報について、ＡＰに問い合わせることを可能にし得
る。たとえば、ＳＴＡは、探査要求を介して、ビーコンメッセージから省略された情報を
要求し得る。一態様では、完全ビーコンメッセージが、周期的に、または動的に選択され
た時間に送られ得る。
【００５５】
　したがって、いくつかの態様では、ＡＰ１０４は、１つまたは複数の短縮ビーコンメッ
セージを送信し得る。これらの短縮ビーコンメッセージは、ＳＴＡ１０６が、あるビーコ
ンメッセージのみをリッスンし、ＳＴＡ１０６が必要とするある情報のみを得ることを可
能にし得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、短縮された時間期間の間、アウェイク状態の
ままであり、それによって電力効率を改善する。短縮ビーコンメッセージの態様は、図４
、図５Ａ、および図５Ｂを参照するものである。
【００５６】
　いくつかの態様は、いくつかのネットワークにおいてＡＰ１０４からＳＴＡ１０６へ複
数の異なるタイプの短縮ビーコンを送信するための機構を企図する。詳細には、いくつか
の態様は、異なるビーコンメッセージ中で異なる情報を搬送する複数の短ビーコンメッセ
ージのシーケンスを送信することを企図する。ＡＰ１０４は、ソフトウェアを実行中のプ
ロセッサ２０４を使用して、複数のビーコンメッセージを送信するための複数の送信時間
間隔を判断し得る。ＡＰ１０４は、次いで、判断された間隔で、送信機２１０を使用して
これらのビーコンメッセージを送信し得る。各ビーコンメッセージは、そのネイバーから
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の（部分的に）異なるセットの情報を備え得る。この情報は、送信デバイスに関連付けら
れた情報要素（ＩＥ：information element）、ネットワークについての情報、データな
どを備え得る。送信間隔は、一定かつ反復であり得る。
【００５７】
　図４は、図１のワイヤレス通信システム１００において、ＡＰ１０４によってＳＴＡ１
０６へ送信された複数のビーコンメッセージを示す。複数のＳＴＡ１０６は、ソフトウェ
アを実行中のプロセッサ２０４を使用して、受信機２１２を介してこれらのビーコンメッ
セージを受信し、送信された情報をその元の形態に再編成し得る。これらのビーコンメッ
セージは、それぞれ互いに別個の部分情報を備え得る。たとえば、図５Ｂに関して説明す
るように、あるビーコンメッセージは、送信電力制約に関する特定の情報を備え得る。別
のビーコンメッセージは、特定のＳＴＡ１０６についての固有の帯域幅情報を備え得る。
これらのより短いビーコンメッセージは、ＳＴＡ１０６によるより効率的でより選択的な
受信および復号を可能にする。このようにして、上記で説明したネットワークとは異なり
、この構成は、ＳＴＡ１０６がどのように情報を取得するかにおいて、より選択的になり
得るので、より効率的に情報を伝達することになる。したがって、ＳＴＡ１０６は、複数
のビーコンメッセージのうち、ＳＴＡ１０６が必要とする情報（たとえば、ＩＥ）を含む
ビーコンメッセージをリッスンまたは復号することのみが必要である。
【００５８】
　いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、短縮ビーコンメッセージフォーマットを使用し
て、特定の情報についてＡＰ１０４をポーリングし得る。相互的な「ポーリング」メッセ
ージと「ラッパー」メッセージとを使用して、ＳＴＡ１０６は、短縮ビーコンメッセージ
に応答し、ＡＰ１０４、他のＳＴＡ１０６、または全体的にネットワークに関する特定の
特性を要求することが可能であり得る。したがって、いくつかの態様は、それによってＳ
ＴＡ１０６がより多くの情報を要求し得るポーリング短ビーコンメッセージ形態と、所望
の情報で応答することになる複数のラッパー短ビーコンとを企図する。この構成は、ＳＴ
Ａ１０６が、単一の送信において大きいブロックの情報を受信することが必要とされるの
ではなく、ＡＰ１０４（ＡＰまたはＳＴＡのいずれか）から、個々に、さらなる特性を要
求することを可能にする。
【００５９】
　ＳＴＡ１０６は、送信機２１０および受信機２１２、ならびにＤＳＰ２２０の動作を指
示する、プロセッサ２０４およびメモリ２０６上で実行しているソフトウェアを使用して
、そのようなポーリングを実施し得る。同様に、ＡＰ１０４は、メモリ２０６およびプロ
セッサ２０４上で実行しているソフトウェアによって、受信機２１２を介してポーリング
メッセージを受信し、送信機２１０を介して送信するための適切なラッパーメッセージ内
容を判断し得る。
【００６０】
　いくつかの態様では、これらの個々の特性は、情報要素（ＩＥ）と呼ばれる。そのよう
な特性は、ビーコンメッセージ送信間の間隔と、サポートされたデータレートと、電力制
約情報と、帯域幅制約情報と、可能なネットワーク動作などとを備え得る。ＳＴＡ１０６
は、ＡＰ１０４によって送られた元の短縮ビーコンメッセージ中にＩＥ値が含まれていな
かったので、ＩＥ値を要求し得る。ＳＴＡ１０６はまた、自発的にＩＥ値を要求し得る。
さらに、いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、より粒度の細かい要求プロセスの一部と
して、ＡＰ１０４とは別に、選択的にＩＥ値を要求し得る。これらの態様は、ＳＴＡ１０
６が、ＡＰ１０４に依存するのではなく、ＩＥ値の送出を制御することを可能にする。
【００６１】
　いくつかの態様では、一連の中の第１のビーコンメッセージは、いつＳＴＡ１０６が補
足ビーコンメッセージを受信することを予期し得るかについての基礎的情報を与えるとい
う点で、特殊であり得る。そのような情報は、後のビーコンメッセージが到着することに
なるタイミングと、どのような内容をそれらのビーコンメッセージが所有し得るかとを示
す、相対位置識別子、またはインデックスを備え得る。この情報は、以下でより詳細に説
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明するように、明示的または暗示的に伝達され得る。この情報を考慮することによって、
ＳＴＡ１０６は、送信されたビーコンメッセージのサブセットのみを復号し、残りの時間
にスリープするように決定し得る。
【００６２】
　いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６上でソフトウェアを実行中のプロセッサ２０４、お
よびＡＴＰ１０４上でソフトウェアを実行中のプロセッサ２０４は、それらのそれぞれの
トランシーバ２１４を介して通信し、どのビーコンメッセージが関係のある情報を搬送す
ることになるかに同意し得る。ＳＴＡ１０６は、後で、それらのビーコンメッセージが送
信されるとき、そのトランシーバ２１４をアクティブ化するのみであり得る。いくつかの
態様では、特定のビーコンメッセージが送信されるタイミングについての（たとえば、第
１のビーコンの送信など、反復時間間隔に関する）情報と、それらのビーコンが含むこと
になる情報とが、ＡＰ１０４および各ＳＴＡ１０６の初期化中に（たとえば、ＳＴＡ１０
６およびＡＰ１０４の製造時、ＳＴＡ１０６およびＡＰ１０４の最初の実行時、ＳＴＡ１
０６がワイヤレス通信システム１００などの新しいワイヤレスネットワークに加入すると
きなど）、各ＳＴＡ１０６とＡＰ１０４とに伝達され得る。いくつかの態様では、情報は
、ワイヤレス通信システム１００における他のデバイスとの通信などを通して伝達される
か、または追加で修正され得る。たとえば、情報は、８０２．１１プロトコル（たとえば
、８０２．１１ａｈ）などに従って、関連付け手順中にＡＰ１０４とＳＴＡ１０６との間
で交換され得る。いくつかの態様では、情報は、シーケンス中の第１のビーコンがネット
ワーク帯域幅についての情報を搬送することを示し得る。いくつかの態様では、情報は、
シーケンス中の第２のビーコンが、ＡＰ１０４が含むアンテナの数など、ＡＰ１０４の能
力についての情報を搬送することを示し得る。
【００６３】
　情報は、たとえば、その中でビーコンメッセージが送信されるシーケンスを示し得る。
たとえば、情報は、各ビーコンメッセージが時間間隔によって分離される、ビーコンメッ
セージのシーケンス中で、ＡＰ１０４によって送信され得る。シーケンスは、たとえば、
ビーコンメッセージ１、２、３、４、および５であり得る。ＡＰ１０４およびＳＴＡ１０
６は、どのようなタイプの情報がビーコンメッセージ１、２、３、４、および５の各々に
含まれているかについての情報を有し得る。したがって、ＳＴＡ１０６が、どのビーコン
メッセージがどの時間に送信されるかについての情報を有する限り、ＳＴＡ１０６は、Ｓ
ＴＡ１０６に関連する情報をもつビーコンメッセージのみをリッスンし得る。たとえば、
ＳＴＡ１０６が、いつビーコンメッセージ１がＡＰ１０４から送信されるかについての情
報を有する場合、ＳＴＡ１０６は、いつ次のビーコンメッセージがＡＰ１０４から送信さ
れることになるかを判断し得る。詳細には、ＳＴＡ１０６は、単に、ビーコンメッセージ
間の間隔時間（または、適宜に間隔時間の倍数）を、ビーコンメッセージ１が送信された
ときのタイミングに加算して、いつ他のビーコンメッセージが送信されることになるかを
判断する。ビーコンメッセージ１のみでなく、ビーコンメッセージのいずれかの送信のタ
イミングについての情報は、いつすべてのビーコンメッセージが送信されることになるか
についての判断を行うために使用され得る。
【００６４】
　各ビーコンメッセージは、それが標準フレームとは区別されるようなビーコンメッセー
ジであることを示す、識別子を備え得る。ビーコンメッセージはまた、ＳＴＡ１０６が重
複するＢＳＳ（ＯＢＳＳ：overlapping BSS）ビーコンメッセージを破棄し得るように、
基地局ＢＳＳの識別子をも含み得る。ビーコンメッセージはまた、ＡＰ１０４のＭＡＣア
ドレスをも通信し得る。
【００６５】
　各ビーコンメッセージはまた、シーケンス番号の形態で相対位置識別子をも備え得る。
これらの識別子は、ＳＴＡがウェイクアップして任意のビーコンメッセージを読み、残り
のシーケンスと同期することを可能にする。シーケンスは、次の第１の（または、リスタ
ート）ビーコンメッセージの前のビーコンメッセージの数を備え得る。次の第１の（また
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は、リスタート）ビーコンメッセージは、したがって、それ自体を識別する特殊な識別子
をそれ自体で備え得る。代替的に、シーケンス中のビーコンメッセージの総数がわかって
いる場合、シーケンス中の最後のビーコンメッセージが、代わりに参照として使用され得
る。
【００６６】
　いくつかの態様はまた、２つのビーコンメッセージ間の時間を示すことをも企図する。
代替的に、ビーコンメッセージ間の時間は一定であり得、マイクロ秒の倍数単位で表され
得る。情報要素のリストもまた含まれ得、または単に、前の送信から変わったそれらのＩ
Ｅのリストが含まれ得る。同期ビーコンメッセージは、後述のように、それらが極めて短
くなることを可能にするためにＰＨＹ構造を有し得る。
【００６７】
　図５Ａは、本態様のいくつかにおいて使用され得る短縮ビーコンメッセージの一形態の
一例を示す。この態様の短ビーコンメッセージ５００ａは、１０個の構成要素を備え得る
。短ビーコンメッセージ５００ａは、２バイトを備えるフレーム制御（ＦＣ）５０１と、
２バイトを備える持続時間フィールド５０２と、６バイトを備えるソースアドレス（ＳＡ
）フィールド５０３と、２バイトを備えるシーケンス制御フィールド５０４と、単一バイ
トを備えるＳＳＩＤハッシュ５０５とを備え得る。短ビーコンメッセージ５００ａはまた
、４バイトを備えるタイムスタンプ５０６と、２バイトを備えるビーコン間隔を示すフィ
ールド５０７と、送信機能力を示す、１バイトを備える能力フィールド５０８とを備え得
る。短ビーコンメッセージ５００ａはまた、２バイトを備えるチャネル情報の指示５０９
と、４バイトを備えるＣＲＣチェックサム４１０とを備え得る。
【００６８】
　能力情報フィールド５０８は、送信するＡＰのワイヤレス能力に関する情報を与えるよ
うに働き得る。図示された態様では、能力情報フィールド５０８は、図３に関して上記で
説明した能力情報フィールド３２４よりも短い。具体的には、能力情報フィールド５０８
は１バイト長のみであるのに対して、能力情報フィールド３２４は２バイト長である。
【００６９】
　図５Ｂは、図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得るビーコンメッセージフ
ォーマットの別の例を示す。図示のように、送信電力チャネルは、より粒度の細かい構成
要素に分類され得る。同様に、ビーコン情報ブロックは、より粒度の細かい構成要素に分
解され得る。この低オーバーヘッドビーコン５００ｂは、１６バイトのみを備え得る。
【００７０】
　図示のように、ビーコン５００ｂは、２バイト（オクテットとも呼ばれる）を備えるＦ
Ｃフィールド５１１と、後続する２バイトを備えるＳＡフィールド５１２と、後続する１
バイトを備えるＳＳＩＤハッシュフィールド５１３と、後続する４バイトを備えるタイム
スタンプフィールド５１４と、後続する２バイトを備える送信電力およびチャネルフィー
ルド５１５と、後続する１バイトを備えるビーコン情報フィールド５１６と、後続する４
バイトを備える巡回冗長検査（ＣＲＣ）フィールド５１７とを備える。
【００７１】
　送信電力およびチャネルフィールド５１５の個々の詳細について説明すると、送信電力
およびチャネルフィールド５１５は、５ビットを備える送信電力制約フィールド５５２と
、後続する４ビットを備えるプライマリチャネルオフセットフィールド５５４と、後続す
る４ビットを備える帯域幅フィールド５５６と、後続する４ビットを備えるプライマリチ
ャネルインジケータフィールド５５８と、後続する３ビットを備える予約済みフィールド
５６０とを備える。
【００７２】
　ビーコン情報フィールド５１６の個々の詳細について説明すると、ビーコン情報フィー
ルド５１６は、１ビットを備えるトラフィック指示マップ（ＴＩＭ：traffic indication
 map）後続フィールド５７２と、後続する１ビットを備える完全ビーコン後続フィールド
（full beacon follows field）５７４と、後続する１ビットを備える拡張サービスセッ
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ト（ＥＳＳ：extended service set）フィールド５７６と、後続する１ビットを備えるＩ
ＢＳＳフィールド５７８と、後続する４ビットを備える予約済みフィールド５８０とを備
える。
【００７３】
　いくつかの態様では、この短縮ビーコンメッセージは、すべての関係のある特性値を収
容可能でなくてもよい。さらに、上記で説明したように、ＳＴＡ１０６がいくつかの関係
のある特性についてＡＰ１０４を選択的にポーリングすることが望ましくなり得る。図５
Ｂの例では、短縮ビーコンは、特にＡＰ１０４における送信電力制約に関する情報を与え
ている。この情報に関心を有するＳＴＡ１０６は、上記で説明したようにポーリングメッ
セージを使用して、その情報を選択的に要求し得る。いくつかの態様では、ＡＰ１０４は
、この短ビーコンメッセージを周期的に送信し得、ＳＴＡ１０６は、代わりに、その受信
をＡＰ１０４からの送信と同期させることによって、図５Ｂのビーコンメッセージを受信
し得る。いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４によって送信された同期ビー
コンを使用することによって、その受信をＡＰ１０４からの送信と同期させ得る。同期ビ
ーコンは、あるタイプの短縮ビーコンメッセージであり得、概して短縮ビーコンメッセー
ジに関して上記で説明した方法と同じ方法に従って送信され得る。ＳＴＡ１０６は、周期
的に送信された短ビーコンメッセージ中でいくつかの期間にわたって受信された情報をさ
らにアグリゲートして、完全なネットワーク構成情報を得ることができる。
【００７４】
　同期ビーコンは、以下の、ＡＰ１０４によってサービスされたＢＳＳＩＤのハッシュと
、次のビーコンがＡＰ１０４から送信されることになる時間におけるロケーションをＳＴ
Ａ１０６が判断することを可能にするための追加の情報とのうちの１つまたは複数を含み
得る。ＢＳＳＩＤのハッシュは、同期ビーコンがＡＰ１０４からのものであり、ＳＴＡ１
０６が関連付けられていないある他のＡＰからのものではないと、ＳＴＡ１０６が判断す
ることを可能にする。したがって、いくつかの態様では、ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４に
よって使用されるＢＳＳＩＤのハッシュを同期ビーコンが含む場合にのみ、同期ビーコン
を復号する必要がある。さらに、追加の情報は、ＳＴＡ１０６が通信するためにＡＰ１０
４とタイミングを同期させることを可能にする。たとえば、追加の情報は、ビーコンがＡ
Ｐ１０４によって送信される絶対時間を備え得る。ＳＴＡ１０６は、ビーコンの送信間の
時間期間についての情報をさらに有し得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、ビーコン中で
送られた絶対時間と同期し、その時間期間に対応する反復時間間隔で後続のビーコンを選
択的にリッスンし得る。絶対時間は、ＳＴＡ１０６およびＡＰ１０４によって知られる基
準時間から計算され得る。
【００７５】
　別の態様では、追加の情報は、同期ビーコンの送信からＡＰ１０４による次のビーコン
の送信までの時間オフセットの相対時間指示を備え得る。たとえば、ＳＴＡ１０６は、第
１のビーコン中で同期のための絶対時間を受信していることがある。ＳＴＡ１０６は、次
いで、シーケンス番号と時間オフセット（時間オフセットは、後続のビーコンが送信され
るようにスケジュールされたときと、後続のビーコンが、たとえば、競合により、実際に
送信されたときとの間の時間オフセットを示す）とを含む、後続のビーコンを受信し得る
。上記で説明したように、ＳＴＡ１０６は、ビーコンの送信間の時間期間についての情報
をさらに有し得る。シーケンス番号×時間期間に基づいて、ＳＴＡ１０６は、いつ後続の
ビーコンが送信されるようにスケジュールされたかを判断し得る。さらに、時間オフセッ
トをスケジュールされた時間に加算することによって、ＳＴＡ１０６は、いつ後続のビー
コンが実際に送信されたかを判断し得る。ＳＴＡ１０６は、次いで、その時間を、後続の
ビーコンが実際に送信された時間と同期させ得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、同期時
間後の時間期間におけるＡＰ１０４による次のビーコンの送信まで、スリープし、次いで
ウェイクアップし、次のビーコンを受信し得る。
【００７６】
　この時間オフセットは、連続ビーコンメッセージ間で同じであり得、ＳＴＡ１０６が全
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うに、ＳＴＡ１０６は、いつ同期ビーコンが送信されるかを含む、その中でビーコンメッ
セージが送信されるシーケンスに関する情報を有し得る。この情報に基づいて、上記で説
明したように、ＳＴＡ１０６は、いつ異なる情報をもつ異なるビーコンメッセージがＡＰ
１０４によって送信されることになるかを判断し、関連するビーコンメッセージのみを、
同期ビーコンからのそれらのオフセットに基づいてリッスンし得る。たとえば、同期ビー
コンは、ＡＰ１０４によって順に送信される５個のビーコンメッセージのうちの第３のも
のであり得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、シーケンスがＡＰ１０４によって、同期ビ
ーコンの受信の時間にシーケンス中の第３のビーコンから送信されることになると判断し
得る。
【００７７】
　別の態様では、追加の情報は、ビーコンメッセージのシーケンスの送信中の同期ビーコ
ンの相対位置を示すインデックスを備え得る。したがって、ＳＴＡ１０６は、シーケンス
が、同期ビーコン中に示されたインデックス位置から、ＡＰ１０４から送信されることに
なると判断し得る。さらに、ＳＴＡ１０６は、次のビーコンが、上記で説明したように、
同期ビーコンの受信から固定時間間隔で送信されることになると仮定し得る。
【００７８】
　一態様では、同期ビーコンについて上記で説明した情報は、パケットの物理レイヤ（Ｐ
ＨＹ）プリアンブル中のサービス（ＳＥＲＶＩＣＥ）フィールドの代わりに送られ得る。
いくつかの態様では、同期ビーコンは、ＰＨＹヘッダのみからなるパケットのＰＨＹレイ
ヤプリアンブル中で送られ得る。
【００７９】
　図５Ｃは、図１のワイヤレス通信システムにおいて使用され得る同期ビーコンを含むＰ
ＨＹプリアンブル５００ｃの一例を示す。いくつかの態様では、ＰＨＹプリアンブル５０
０ｃは、高スループットショートトレーニングフィールド（ＨＴ-ＳＴＦ：high throughp
ut short training field）５９２と、後続する高スループットロングトレーニングフィ
ールド（ＨＴ-ＬＴＦ１：high throughput long training field）５９４と、後続する、
ＳＩＧとも呼ばれる信号ＳＩＧ－Ａフィールド５９６とを含む。他の実施形態は、前の文
で言及されるように高スループットに限定される必要はない。本明細書で説明するように
、同期ビーコンについての情報は、ＳＩＧ－Ａフィールド５９６中で送られ得る。
【００８０】
　別の態様では、同期ビーコンについて上記で説明した情報は、パケットのＭＡＣデータ
フィールド中で送られ得る。さらに別の態様では、同期ビーコンについて上記で説明した
情報は、パケットの物理レイヤプリアンブル中の信号（ＳＩＧ）フィールドの代わりに送
られ得る。
【００８１】
　たとえば、物理レイヤプリアンブルの通常のＳＩＧフィールドは、以下の情報を含み得
る。
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【表１】

【００８２】
　同期ビーコンの場合、一態様では、物理レイヤプリアンブルのＳＩＧフィールドは、以
下の情報を含むように修正され得る。

【表２】

【００８３】
　いくつかの態様では、ＳＩＧフィールドが同期ビーコンのためのものであることをＳＴ
Ａ１０６に示すために、長さフィールドがすべてゼロに設定され得る。長さフィールドが
すべてゼロであることに基づいて、ＳＴＡ１０６は、ＳＩＧフィールド中の後続のフィー
ルドがもはや通常のＳＩＧフィールド中と同じ機能を提供しないと判断し得る。むしろ、
後続のフィールドは、新しい機能を実行する。たとえば、後続の相対位置フィールドは、
ビーコンのシーケンス中の第１のビーコンに対する同期ビーコンのシーケンス位置を示し
得る。さらに、後続のオフセットフィールドは、（ＡＰ１０４がオフスケジュールである
と仮定して）同期ビーコンが時間スロット中で送信されると予想された時間に対する、同
期ビーコンが送信されるオフセット時間を示し得る。ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４とタイ
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ミングを同期させるために、上記で説明したようにこの情報を利用し得る。
【００８４】
　図６は、それによって図２のワイヤレスデバイスがデータフレーム（たとえば、短縮ビ
ーコンメッセージ）を取得する、例示的なプロセスを示すフローチャートを示す。最初に
、ＳＴＡ１０６などのワイヤレスデバイスは、ドーズ状態にあり、次いで、ランダムまた
は所定の時間にアウェイク状態にアウェイクされ得る。６０１で、プロセスが次いで開始
する。６０２で、ここでアウェイクされたＳＴＡ１０６が、ＡＰ１０４から第１の短縮フ
レーム（たとえば、短縮ビーコンメッセージ）を受信する。ＳＴＡ１０６は、ＡＰ１０４
からそのような第１の短縮フレームを受信することを予期して、所定の期間にわたって待
機し得る。フレームが到着しない場合、ＳＴＡ１０６は、後続の試みが行われ得るまで、
ドーズ状態に戻り得る。
【００８５】
　６０３で、ＳＴＡ１０６が、次いで、第１の短縮フレームから複数の後続フレームにつ
いての内容情報および／またはタイミング情報を得ることができる。ソフトウェアを実行
中のプロセッサ２０４が、この役割を実行し得る。
【００８６】
　上記で説明したような内容情報および／またはタイミング情報を利用して、６０４で、
ＳＴＡ１０６が、次いで、複数の後続の短縮フレーム（たとえば、短縮ビーコンメッセー
ジ）のうちのどれがＳＴＡ１０６に関係のあるものであるか、および／または、そのよう
な関係のある短縮フレームの送信時間を識別し得る。６０５で、ＳＴＡ１０６が、次いで
、トランシーバ２１４のアウェイク期間を、関係のある短縮フレームの送信時間と一致す
るように同期させ得る。いくつかの態様では、ＡＰ１０４による短縮フレーム送信間の期
間は、事前にＳＴＡ１０６に知られている。ＳＴＡ１０６は、したがって、第１の短縮フ
レームが受信された時間からのオフセットを導入することによって、受信を同期させ得る
。このオフセットは、ＳＴＡ１０６のトランシーバ２１４のアウェイク時間が、関係のあ
る短縮フレームの送信時間と一致することを可能にする。いくつかの態様では、タイミン
グ情報は、代わりに、ビーコンメッセージまでの時間オフセットの絶対的な指示を備え得
る。６０６で、ＳＴＡ１０６が、関係のある短縮フレームを受信する。６０７で、プロセ
スが終了し得る。
【００８７】
　図７は、それによって図２のワイヤレスデバイスがデータフレームを生成し、送信する
、別の例示的なプロセスを示すフローチャートを示す。ここでは、ＡＰ１０４などのワイ
ヤレスデバイスが、７０１でプロセスを開始し得る。７０２で、ＡＰ１０４が、第１のビ
ーコンメッセージタイプおよび第２のビーコンメッセージタイプについての複数の送信間
隔を判断し得る。いくつかの態様では、第１のビーコンメッセージタイプは、同期化ビー
コンメッセージタイプを備え、第２のビーコンメッセージタイプは、ＩＥなどの情報を備
える一般ビーコンメッセージタイプを備える。
【００８８】
　７０３で、ＡＰ１０４が、他のビーコンメッセージについてのタイミング情報および／
または内容情報を、第１のビーコンメッセージタイプの少なくとも１つのビーコンメッセ
ージに挿入し得る。このことは、シーケンス番号または同様の識別子を同期化ビーコンメ
ッセージに挿入することを備え得る。ドーズ状態からアウェイクするＳＴＡ１０６は、こ
のビーコンメッセージを復号し、本明細書で説明するように、ＡＰ１０４によって送信さ
れた残りのビーコンメッセージと再同期し得る。
【００８９】
　７０４で、ＡＰ１０４が、たとえば、トランシーバ２１４を使用して、判断された送信
間隔に従って、複数のビーコンメッセージを送信し得る。７０５で、プロセスが終了し得
る。
【００９０】
　図８は、図１のワイヤレス通信システム１００内で採用され得る別の例示的なワイヤレ
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スデバイス８００の機能ブロック図である。デバイス８００は、ＡＰ１０４などのデバイ
スからビーコンメッセージを受信するための受信モジュール８０２を備える。受信モジュ
ール８０２は、図６のブロック６０２および６０６に関して上記で説明した機能のうちの
１つまたは複数を実行するように構成され得る。受信モジュール８０２は受信機２１２に
対応し得る。デバイス８００は、同期化ビーコンなどのフレームからビーコンメッセージ
の送信時間を識別するための識別モジュール８０４をさらに備える。識別モジュール８０
４は、図６のブロック６０４および６０５に関して上記で説明した機能のうちの１つまた
は複数を実行するように構成され得る。識別モジュール８０４は、プロセッサ２０４およ
びＤＳＰ２２０のうちの１つまたは複数に対応し得る。デバイス８００は、上記で説明し
たようにビーコンメッセージを復号するための復号モジュール８０６をさらに備える。復
号ジュール８０６は、プロセッサ２０４およびＤＳＰ２２０のうちの１つまたは複数に対
応し得る。
【００９１】
　本明細書で使用する「判断」という用語は、多種多様なアクションを包含する。たとえ
ば、「判断」は、計算、算出、処理、導出、調査、探索（たとえば、テーブル、データベ
ースまたは別のデータ構造での探索）、確認などを含み得る。また、「判断」は、受信（
たとえば、情報を受信すること）、アクセス（たとえば、メモリ中のデータにアクセスす
ること）などを含み得る。また、「判断」は、解決、選択、選出、確立などを含み得る。
さらに、本明細書で使用する「チャネル幅」は、帯域幅を包含し得るか、またはいくつか
の態様では帯域幅と呼ばれることもある。
【００９２】
　本明細書で使用する、項目のリスト「のうちの少なくとも１つ」を指す句は、単一のメ
ンバーを含む、それらの項目の任意の組合せを指す。一例として、「ａ、ｂまたはｃのう
ちの少なくとも１つ」は、ａ、ｂ、ｃ、ａ－ｂ、ａ－ｃ、ｂ－ｃおよびａ－ｂ－ｃをカバ
ーするものである。
【００９３】
　上記で説明した方法の様々な動作は、（１つまたは複数の）様々なハードウェアおよび
／またはソフトウェア構成要素、回路、および／または（１つまたは複数の）モジュール
など、それらの動作を実行することが可能な任意の好適な手段によって実行され得る。一
般に、図に示すどの動作も、その動作を実行することが可能な対応する機能的手段によっ
て実行され得る。
【００９４】
　本開示に関連して説明した様々な例示的な論理ブロック、モジュール、および回路は、
汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ
）、フィールドプログラマブルゲートアレイ信号（ＦＰＧＡ）または他のプログラマブル
論理デバイス（ＰＬＤ）、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウェア構成要
素、あるいは本明細書で説明した機能を実行するように設計されたそれらの任意の組合せ
を用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセッサであり得るが、
代替として、プロセッサは、任意の市販のプロセッサ、コントローラ、マイクロコントロ
ーラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューティングデバイスの組
合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、
ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのよ
うな構成として実装され得る。
【００９５】
　１つまたは複数の態様では、説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
ウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装した場合、機
能は、１つまたは複数の命令またはコードとしてコンピュータ可読媒体上に記憶されるか
、あるいはコンピュータ可読媒体を介して送信され得る。コンピュータ可読媒体は、ある
場所から別の場所へのコンピュータプログラムの転送を可能にする任意の媒体を含む、コ
ンピュータ記憶媒体とコンピュータ通信媒体の両方を含む。記憶媒体は、コンピュータに
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よってアクセスされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、その
ようなコンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、あるい
は他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、も
しくは命令またはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するため
に使用でき、コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる
。また、いかなる接続もコンピュータ可読媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェ
アが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳ
Ｌ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブ
サイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファ
イバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波などの
ワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使用するディスク（disk）および
ディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザディスク（disc）、
光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商
標）ディスク（disk）およびブルーレイ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ディスク
（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザで光
学的に再生する。したがって、いくつかの態様では、コンピュータ可読媒体は非一時的コ
ンピュータ可読媒体（たとえば、有形媒体）を備え得る。さらに、いくつかの態様では、
コンピュータ可読媒体は一時的コンピュータ可読媒体（たとえば、信号）を備え得る。上
記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含めるべきである。
【００９６】
　本明細書で開示する方法は、説明した方法を達成するための１つまたは複数のステップ
またはアクションを備える。本方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範囲か
ら逸脱することなく互いに交換され得る。言い換えれば、ステップまたはアクションの特
定の順序が指定されない限り、特定のステップおよび／またはアクションの順序および／
または使用は特許請求の範囲から逸脱することなく変更され得る。
【００９７】
　説明した機能は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意
の組合せで実装され得る。ソフトウェアで実装した場合、機能は１つまたは複数の命令と
してコンピュータ可読媒体上に記憶され得る。記憶媒体は、コンピュータによってアクセ
スされ得る任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、そのようなコンピ
ュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは他の光ディ
スクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気記憶デバイス、もしくは命令ま
たはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送または記憶するために使用でき、
コンピュータによってアクセスできる任意の他の媒体を備えることができる。本明細書で
使用するディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（disc）（Ｃ
Ｄ）、レーザディスク（disc）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）
（ＤＶＤ）、フロッピーディスク（disk）およびブルーレイディスク（disc）を含み、デ
ィスク（disk）は、通常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレー
ザで光学的に再生する。
【００９８】
　したがって、いくつかの態様は、本明細書で提示した動作を実行するためのコンピュー
タプログラム製品を備え得る。たとえば、そのようなコンピュータプログラム製品は、本
明細書で説明する動作を実行するために１つまたは複数のプロセッサによって実行可能で
ある命令をその上に記憶した（および／または符号化した）コンピュータ可読媒体を備え
得る。いくつかの態様では、コンピュータプログラム製品はパッケージング材料を含み得
る。
【００９９】
　ソフトウェアまたは命令はまた、伝送媒体を介して送信され得る。たとえば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（Ｄ
ＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術を使用して、ウェ



(36) JP 5788600 B2 2015.10.7

10

20

30

40

50

ブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、同軸ケーブル、光フ
ァイバーケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波など
のワイヤレス技術は、伝送媒体の定義に含まれる。
【０１００】
　さらに、本明細書で説明した方法および技法を実行するためのモジュールおよび／また
は他の適切な手段は、適用可能な場合にユーザ端末および／または基地局によってダウン
ロードおよび／または他の方法で取得され得ることを諒解されたい。たとえば、そのよう
なデバイスは、本明細書で説明した方法を実行するための手段の転送を可能にするために
サーバに結合され得る。代替的に、本明細書で説明した様々な方法は、ユーザ端末および
／または基地局が記憶手段をデバイスに結合するかまたは与えると様々な方法を得ること
ができるように、記憶手段（たとえば、ＲＡＭ、ＲＯＭ、コンパクトディスク（ＣＤ）ま
たはフロッピーディスクなどの物理記憶媒体など）によって提供され得る。さらに、本明
細書で説明した方法および技法をデバイスに与えるための任意の他の好適な技法が利用さ
れ得る。
【０１０１】
　特許請求の範囲は、上記に示した正確な構成および構成要素に限定されないことを理解
されたい。上記の方法および装置の構成、動作および詳細において、特許請求の範囲から
逸脱することなく、様々な改変、変更および変形を行うことができる。
【０１０２】
　上記は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は、その基
本的範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は以下の特許請求の範囲によって判
断される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信する方法であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージの反復有限シーケ
ンスを送信することと、ここで、前記シーケンスは、前記有限シーケンス中の後続のビー
コンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセージ中に含
まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備える第１のビーコンメッセージを
備え、前記後続のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれてい
ない情報を含む、
　前記アクセス端末において、前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に
基づく前記ビーコンメッセージのシーケンスの適切なサブセットとを復号することと
　を備え、前記アクセス端末は、ビーコンメッセージのシーケンスの第２のサブセットの
送信中に低電力状態であり、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切な
サブセット中にないビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まな
い、
方法。
　　［Ｃ２］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記シーケンス中の第２のビーコンメッセージが前
記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
［Ｃ３］に記載の方法。
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　　［Ｃ５］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記アクセス端末が、絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記アクセス端末が、前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージ
を復号することと
　をさらに備え、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対
するシーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビ
ーコンメッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされた
ときと、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記ビーコンメッセージの反復シーケンスは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し
、前記ビーコン間隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
　前記ベースシステムサブ局は、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前
記第１のビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
［Ｃ１０］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　第１のビーコンメッセージは、１バイトのシーケンス変更フィールドを備え、前記アク
セスポイントは、ネットワーク情報における変更を示すために、前記シーケンス変更フィ
ールドの前記値を増すためのものである、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて通信する方法
であって、前記基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）によ
って識別され、前記方法は、
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　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　第１の時間間隔で前記短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージを送信するこ
とと、第２の時間間隔で前記完全ビーコンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージを
送信することと
　を備え、前記第２の時間間隔は、前記第１の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
方法。
　　［Ｃ１６］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
［Ｃ１５］に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、値を有する１バイトのシ
ーケンス変更フィールドを含み、前記方法は、
　前記基地局サブシステムに関する情報における変更を示すために、前記短ビーコンメッ
セージタイプのビーコンメッセージ中の前記シーケンス変更フィールドの前記値を増分す
ることをさらに備える、
［Ｃ１５］に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ１５］に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
［Ｃ１８］に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
［Ｃ１５］に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信する方法であって、
　前記アクセス端末によって、絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号するこ
とと、
　前記アクセス端末によって、前記第１のビーコンメッセージの後の第２のビーコンメッ
セージを復号することと
　を備え、前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第２のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
方法。
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　　［Ｃ２２］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、情報要素の
セットを通信する方法であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記完全ビーコンメッセージタ
イプの各ビーコンメッセージは、前記情報要素のセットを備える、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記情報要素の
セットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情報要素のセ
ットを備える、
方法。
　　［Ｃ２３］
　前記情報要素のセットは、前記基地局サブシステムの完全ネットワーク情報を備える、
［Ｃ２２］に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて通信する方法
であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信することと
　を備え、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記短ビー
コンメッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定する
方法。
　　［Ｃ２５］
　前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビー
コンメッセージを送信することと、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコ
ンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備える、
　前記内容情報に基づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッ
セージの一部分に対して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更することと
をさらに備える、［Ｃ２４］に記載の方法。
　　［Ｃ２６］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
［Ｃ２４］に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて通信する方法
であって、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと、ここ
で、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィールドを備
える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは長さフィールドを備える、
　前記アクセス端末において、前記複数のビーコンメッセージを復号することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号される
、
方法。
　　［Ｃ２８］
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　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージのシーケンス中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シ
ーケンス位置を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
［Ｃ２７］に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
［Ｃ２８］に記載の方法。
　　［Ｃ３０］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信するためのシステムであって、
　ビーコンメッセージの反復有限シーケンスを送信するための送信機を備えるアクセスポ
イントと、ここで、前記シーケンスは、前記有限シーケンス中の後続のビーコンメッセー
ジのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセージ中に含まれている内
容を識別するために、相対位置識別子を備える第１のビーコンメッセージを備え、前記後
続のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれていない情報を含
む、
　アクセス端末と
　を備え、前記アクセス端末は、
　　前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に基づく前記ビーコンメッセ
ージのシーケンスの適切なサブセットとを復号するための、復号モジュールと、
　　前記アクセスポイントの前記送信機がビーコンメッセージのシーケンスの第２のサブ
セットを送信するとき、前記アクセス端末の状態を低電力状態に変更するためのプロセッ
サと
　を備え、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切なサブセット中にな
いビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まない、
システム。
　　［Ｃ３１］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ３２］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記シーケンス中の第２のビーコンメッセージが前
記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ３３］
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
［Ｃ３２］に記載のシステム。
　　［Ｃ３４］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ３５］
　前記復号モジュールは、
　絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージを復号することと
　を行い、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビーコン
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メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ３６］
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
［Ｃ３５］に記載のシステム。
　　［Ｃ３７］
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
［Ｃ３５］に記載のシステム。
　　［Ｃ３８］
　前記ビーコンメッセージの反復シーケンスは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し
、前記ビーコン間隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ３９］
　前記システムは、ベースシステムサブ局を備え、前記ベースシステムサブ局は、前記ア
クセスポイントを備え、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前記第１の
ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ４０］
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
［Ｃ３９］に記載のシステム。
　　［Ｃ４１］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ４２］
　第１のビーコンメッセージは、１バイトのシーケンス変更フィールドを備え、前記アク
セスポイントは、ネットワーク情報における変更を示すために、前記シーケンス変更フィ
ールドの前記値を増すためのものである、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ４３］
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
［Ｃ３０］に記載のシステム。
　　［Ｃ４４］
　ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）によって識別されるアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信するための送信機を備え、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
ンスであり、前記送信機は、第１の時間間隔で前記短ビーコンメッセージタイプのビーコ
ンメッセージを送信するため、かつ第２の時間間隔で前記完全ビーコンメッセージタイプ
の完全ビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記第２の時間間隔は前記第１
の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
アクセスポイント。
　　［Ｃ４５］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
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各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
［Ｃ４４］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ４６］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、値を有する１バイトのシ
ーケンス変更フィールドを含み、前記アクセスポイントは、前記基地局サブシステムに関
する情報における変更を示すために、前記短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセ
ージ中の前記シーケンス変更フィールドの前記値を増分するためのものである、
［Ｃ４４］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ４７］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ４４］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ４８］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
［Ｃ４７］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ４９］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
［Ｃ４４］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ５０］
　基地局サブシステム中でビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であって、
　絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号するため、かつ前記第１のビーコン
メッセージの後の第２のビーコンメッセージを復号するための復号モジュールを備え、前
記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシーケンス番号
と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコンメッセージが
送信されるようにスケジュールされたときと、前記第２のビーコンメッセージが実際に送
信されたときとの間の時間差を示す、
アクセス端末。
　　［Ｃ５１］
　基地局サブシステムにおいて情報要素のセットを通信するためのアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信するための送信機を備え、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
ンスであり、前記完全ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記情報要
素のセットを備え、
　前記送信機は、前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信す
るためのものであり、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記
情報要素のセットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情
報要素のセットを備える、
アクセスポイント。
　　［Ｃ５２］
　前記情報要素のセットは、前記基地局サブシステムの完全ネットワーク情報を備える、
［Ｃ５１］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ５３］
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　アクセスポイントを備えるシステムであって、
　ビーコンメッセージを送信するための送信機を備え、各ビーコンメッセージは、完全ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプのインスタ
ンスであり、
　前記送信機は、内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信するためのものであ
り、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記短ビーコンメ
ッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定する、
システム。
　　［Ｃ５４］
　前記送信機は、前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメッセージタイ
プの複数のビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記複数のビーコンメッセ
ージ中の各ビーコンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備え、
　前記システムは、アクセス端末をさらに備え、前記アクセス端末は、前記内容情報に基
づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッセージの一部分に対
して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更するためのプロセッサを備える、
［Ｃ５３］に記載のシステム。
　　［Ｃ５５］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
［Ｃ５３］に記載のシステム。
　　［Ｃ５６］
　基地局サブシステムのためのビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であり
、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビ
ーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記アクセス端末は、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを受信するための受信機
と、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィー
ルドを備える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは長さフィールドを
備える、
　前記複数のビーコンメッセージを復号するための復号モジュールと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号される
、
アクセス端末。
　　［Ｃ５７］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージのシーケンス中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シ
ーケンス位置を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
［Ｃ５６］に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ５８］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
［Ｃ５７］に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ５９］
　アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて、ビーコンメ
ッセージを通信するためのシステムであって、
　ビーコンメッセージの反復有限シーケンスを送信するための、送信するための手段を備
えるアクセスポイントと、ここで、前記シーケンスは、前記有限シーケンス中の後続のビ
ーコンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセージ中に
含まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備える第１のビーコンメッセージ
を備え、前記後続のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれて
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いない情報を含む、
　アクセス端末と
　を備え、前記アクセス端末は、
　　前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に基づく前記ビーコンメッセ
ージのシーケンスの適切なサブセットとを復号する、復号するための手段と、
　　前記アクセスポイントの前記送信するための手段がビーコンメッセージのシーケンス
の第２のサブセットを送信するとき、前記アクセス端末の状態を低電力状態に変更するた
めの、処理するための手段と
　を備え、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切なサブセット中にな
いビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まない、
システム。
　　［Ｃ６０］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ６１］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記シーケンス中の第２のビーコンメッセージが前
記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ６２］
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
［Ｃ６１］に記載のシステム。
　　［Ｃ６３］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ６４］
　前記復号するための手段は、
　絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージを復号することと
　を行い、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ６５］
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
［Ｃ６４］に記載のシステム。
　　［Ｃ６６］
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
［Ｃ６４］に記載のシステム。
　　［Ｃ６７］
　前記ビーコンメッセージの反復シーケンスは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し
、前記ビーコン間隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ６８］
　前記システムは、ベースシステムサブ局を備え、前記ベースシステムサブ局は、前記ア
クセスポイントを備え、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前記第１の
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ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ６９］
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
［Ｃ６８］に記載のシステム。
　　［Ｃ７０］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ７１］
　第１のビーコンメッセージは、１バイトのシーケンス変更フィールドを備え、前記アク
セスポイントは、ネットワーク情報における変更を示すために、前記シーケンス変更フィ
ールドの前記値を増すためのものである、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ７２］
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
［Ｃ５９］に記載のシステム。
　　［Ｃ７３］
　ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）によって識別されるアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信する、送信するための手段を備え、各ビーコンメッセージは
、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプの
インスタンスであり、前記送信するための手段は、第１の時間間隔で前記短ビーコンメッ
セージタイプのビーコンメッセージを送信するため、かつ第２の時間間隔で前記完全ビー
コンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記第２
の時間間隔は、前記第１の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
アクセスポイント。
　　［Ｃ７４］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
［Ｃ７３］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ７５］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、値を有する１バイトのシ
ーケンス変更フィールドを含み、前記アクセスポイントは、前記基地局サブシステムに関
する情報における変更を示すために、前記短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセ
ージ中の前記シーケンス変更フィールドの前記値を増分するためのものである、
［Ｃ７３］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ７６］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ７３］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ７７］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
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続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
［Ｃ７６］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ７８］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
［Ｃ７３］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ７９］
　基地局サブシステム中でビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であって、
　絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号する、かつ前記第１のビーコンメッ
セージの後の第２のビーコンメッセージを復号する、復号するための手段を備え、前記第
２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシーケンス番号と、
時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコンメッセージが送信
されるようにスケジュールされたときと、前記第２のビーコンメッセージが実際に送信さ
れたときとの間の時間差を示す、
アクセス端末。
　　［Ｃ８０］
　基地局サブシステムにおいて情報要素のセットを通信するためのアクセスポイントであ
って、
　ビーコンメッセージを送信する、送信するための手段であり、各ビーコンメッセージは
、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプの
インスタンスであり、前記完全ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前
記情報要素のセットを備える、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信する、前記送信す
るための手段と
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記情報要素の
セットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情報要素のセ
ットを備える、
アクセスポイント。
　　［Ｃ８１］
　前記情報要素のセットは、前記基地局サブシステムの完全ネットワーク情報を備える、
［Ｃ８０］に記載のアクセスポイント。
　　［Ｃ８２］
　アクセスポイントを備えるシステムであって、
　ビーコンメッセージを送信する、送信するための手段を備え、各ビーコンメッセージは
、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短ビーコンメッセージタイプの
インスタンスであり、
　前記送信するための手段は、内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信するた
めのものであり、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記
短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定す
る、
システム。
　　［Ｃ８３］
　前記送信するための手段は、前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメ
ッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信するためのものであり、前記複数のビ
ーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備え、
　前記システムは、アクセス端末をさらに備え、前記アクセス端末は、前記内容情報に基
づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッセージの一部分に対
して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更する、処理するための手段を備え
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る、
［Ｃ８２］に記載のシステム。
　　［Ｃ８４］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
［Ｃ８２］に記載のシステム。
　　［Ｃ８５］
　基地局サブシステムのためのビーコンメッセージを受信するためのアクセス端末であっ
て、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、または短
ビーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記アクセス端末は、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを受信する、受信するた
めの手段と、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩ
Ｇフィールドを備える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは、長さフ
ィールドを備える、
　前記複数のビーコンメッセージを復号する、復号するための手段と
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号される
、
アクセス端末。
　　［Ｃ８６］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージのシーケンス中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シ
ーケンス位置を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
［Ｃ８５］に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ８７］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
［Ｃ８６］に記載のアクセス端末。
　　［Ｃ８８］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を備える製造品であって、前記方法
は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメ
ッセージを通信するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージの反復有限シーケ
ンスを送信することと、ここで、前記シーケンスは、前記有限シーケンス中の後続のビー
コンメッセージのタイミングを示すために、かつ、前記後続のビーコンメッセージ中に含
まれている内容を識別するために、相対位置識別子を備える第１のビーコンメッセージを
備え、前記後続のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージ中に含まれてい
ない情報を含む、
　前記アクセス端末において、前記第１のビーコンメッセージと、前記相対位置識別子に
基づく前記ビーコンメッセージのシーケンスの適切なサブセットとを復号することと
　を備え、前記アクセス端末は、ビーコンメッセージのシーケンスの第２のサブセットの
送信中に低電力状態であり、前記ビーコンメッセージの第２のサブセットは、前記適切な
サブセット中にないビーコンメッセージを備え、前記第１のビーコンメッセージを含まな
い、
製造品。
　　［Ｃ８９］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記基地局サブシステムのためのネットワーク帯域
幅を備える情報を有する、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
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　　［Ｃ９０］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記シーケンス中の第２のビーコンメッセージが前
記アクセスポイントの能力を備える情報を有することを示す情報を有する、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ９１］
　前記能力は、前記アクセスポイントのアンテナの数を含む、
［Ｃ９０］に記載の製造品。
　　［Ｃ９２］
　前記第１のビーコンメッセージは、前記アクセスポイントが前記第１のビーコンメッセ
ージの直後の順に完全ビーコンメッセージを送信するかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ９３］
　前記方法は、
　前記アクセス端末が、絶対時間を与える第２のビーコンメッセージを復号することと、
　前記アクセス端末が、前記第２のビーコンメッセージの後の第３のビーコンメッセージ
を復号することと
　をさらに備え、前記第３のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対
するシーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第３のビ
ーコンメッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされた
ときと、前記第３のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ９４］
　前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージである、
［Ｃ９３］に記載の製造品。
　　［Ｃ９５］
　前記第２のビーコンメッセージは、すべてゼロからなる長さフィールドを有する物理レ
イヤプリアンブルを備える、
［Ｃ９３］に記載の製造品。
　　［Ｃ９６］
　前記ビーコンメッセージの反復シーケンスは、短ビーコン間隔とビーコン間隔とを有し
、前記ビーコン間隔は、前記短ビーコン間隔の整数倍である、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ９７］
　前記ベースシステムサブ局は、ＢＳＳＩＤ（基本サービスセット識別情報）を有し、前
記第１のビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの圧縮値を備える情報を有する、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ９８］
　前記圧縮ＢＳＳＩＤ値は、前記ＢＳＳＩＤのＣＲＣ（巡回冗長検査）である、
［Ｃ９７］に記載の製造品。
　　［Ｃ９９］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを有し、前記第１のビーコンメッセージは、
前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトからなる４バイトのタイムス
タンプを有する、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ１００］
　第１のビーコンメッセージは、１バイトのシーケンス変更フィールドを備え、前記方法
は、
　ネットワーク情報における変更を示すために、前記シーケンス変更フィールドの前記値
を増すことをさらに備える、
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［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０１］
　前記第１のビーコンメッセージは、フレーム制御フィールドを備え、前記フレーム制御
フィールドは、３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールドを含む、
［Ｃ８８］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０２］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を備える製造品であって、前記方法
は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメ
ッセージを通信するためのものであり、前記基地局サブシステムは、ＢＳＳＩＤ（基本サ
ービスセット識別情報）によって識別され、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　第１の時間間隔で前記短ビーコンメッセージタイプのビーコンメッセージを送信するこ
とと、第２の時間間隔で前記完全ビーコンメッセージタイプの完全ビーコンメッセージを
送信することと
　を備え、前記第２の時間間隔は、前記第１の時間間隔の整数倍に等しく、
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、前記ＢＳＳＩＤの巡回冗
長検査を示す値を有する圧縮ＢＳＳＩＤフィールドを含む、
製造品。
　　［Ｃ１０３］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記短ビーコンメッセージタイプの
各ビーコンメッセージは、前記アクセスポイントタイムスタンプの４つの最下位バイトか
らなる４バイトのタイムスタンプを含む、
［Ｃ１０２］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０４］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、値を有する１バイトのシ
ーケンス変更フィールドを含み、前記方法は、
　前記基地局サブシステムに関する情報における変更を示すために、前記短ビーコンメッ
セージタイプのビーコンメッセージ中の前記シーケンス変更フィールドの前記値を増分す
ることをさらに備える、
［Ｃ１０２］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０５］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、直後のビーコンメッセー
ジが前記完全ビーコンメッセージタイプのものであるかどうかを示すために、完全ビーコ
ン後続フィールドを含む、
［Ｃ１０２］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０６］
　前記アクセスポイントは、タイムスタンプを与え、前記完全ビーコンメッセージタイプ
の次のビーコンメッセージが送信のためにスケジュールされるとき、前記完全ビーコン後
続フィールド中で示された前記次のビーコンメッセージの時間は、前記タイムスタンプの
前記値の４つの最下位バイトのうちの上位３バイトである、
［Ｃ１０５］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０７］
　前記短ビーコンメッセージタイプの各ビーコンメッセージは、フレーム制御フィールド
と、前記フレーム制御フィールド中に含まれている３ビットのＢＷ（帯域幅）フィールド
とを含む、
［Ｃ１０２］に記載の製造品。
　　［Ｃ１０８］
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　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を備える製造品であって、前記方法
は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメ
ッセージを通信するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセス端末が、絶対時間を与える第１のビーコンメッセージを復号することと、
　前記アクセス端末が、前記第１のビーコンメッセージの後の第２のビーコンメッセージ
を復号することと
　を備え、前記第２のビーコンメッセージは、前記第１のビーコンメッセージに対するシ
ーケンス番号と、時間オフセットとを備え、前記時間オフセットは、前記第２のビーコン
メッセージが前記アクセスポイントによって送信されるようにスケジュールされたときと
、前記第２のビーコンメッセージが実際に送信されたときとの間の時間差を示す、
製造品。
　　［Ｃ１０９］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を備える製造品であって、前記方法
は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいて情報要素の
セットを通信するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスであり、前記完全ビーコンメッセージタ
イプの各ビーコンメッセージは、前記情報要素のセットを備える、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、前記情報要素の
セットの適切なサブセットを備え、前記複数のビーコンメッセージは、前記情報要素のセ
ットを備える、
製造品。
　　［Ｃ１１０］
　前記情報要素のセットは、前記基地局サブシステムの完全ネットワーク情報を備える、
［Ｃ１０９］に記載の製造品。
　　［Ｃ１１１］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を備える製造品であって、前記方法
は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメ
ッセージを通信するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　内容情報を備える第１のビーコンメッセージを送信すること
　を備え、前記内容情報は、前記第１のビーコンメッセージの後に送信される前記短ビー
コンメッセージタイプのビーコンメッセージ中に含まれている情報の内容を指定する、
製造品。
　　［Ｃ１１２］
　前記方法は、
　前記第１のビーコンメッセージの後に、前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビー
コンメッセージを送信することと、ここで、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコ
ンメッセージは、前記内容情報に従う情報を備える、
　前記内容情報に基づいて、前記短ビーコンメッセージタイプの前記複数のビーコンメッ
セージの一部分に対して、前記アクセス端末の電力状態を低電力状態に変更することと
をさらに備える、［Ｃ１１１］に記載の製造品。
　　［Ｃ１１３］
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　前記第１のビーコンメッセージは、前記短ビーコンメッセージタイプのものである、
［Ｃ１１１］に記載の製造品。
　　［Ｃ１１４］
　少なくとも１つのプロセッサによって実行されたとき、方法を実行するための、その上
に記憶された命令を有するコンピュータ可読記憶媒体を備える製造品であって、前記方法
は、アクセスポイントとアクセス端末とを備える基地局サブシステムにおいてビーコンメ
ッセージを通信するためのものであり、前記方法は、
　前記アクセスポイントから前記アクセス端末へ、ビーコンメッセージを送信することと
、ここで、各ビーコンメッセージは、完全ビーコンメッセージタイプのインスタンス、ま
たは短ビーコンメッセージタイプのインスタンスである、
　前記短ビーコンメッセージタイプの複数のビーコンメッセージを送信することと、ここ
で、前記複数のビーコンメッセージ中の各ビーコンメッセージは、ＳＩＧフィールドを備
える物理レイヤプリアンブルを備え、前記ＳＩＧフィールドは長さフィールドを備える、
　前記アクセス端末において、前記複数のビーコンメッセージを復号することと
　を備え、前記複数のビーコンメッセージ中のビーコンメッセージは、それらの長さフィ
ールドがすべてゼロに設定されるとすれば、同期化ビーコンメッセージとして復号される
、
製造品。
　　［Ｃ１１５］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、ビーコンメッセ
ージのシーケンス中の前記第１のビーコンメッセージに対する前記同期ビーコンの前記シ
ーケンス位置を示すために、後続の相対位置フィールドを備える、
［Ｃ１１４］に記載の製造品。
　　［Ｃ１１６］
　同期化ビーコンメッセージとして復号された各ビーコンメッセージは、前記同期ビーコ
ンが送信されると予想された時間に対する、前記同期ビーコンが送信される前記オフセッ
ト時間を示すために、後続のオフセットフィールドを備える、
［Ｃ１１５］に記載の製造品。
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